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は
じ
め
に

曲
文
学
と
言
え
ば
元
代
を
代
表
す
る
文
学
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
明
代
に
入
っ
て
か
ら
も
制
作
は
続
け
ら
れ
、
発
展
を
見
せ
た
。
し

か
し
、
明
代
に
曲
が
ど
の
よ
う
な
場
で
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
制
作
さ
れ
た
の
か
、
作
者
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
と
い
っ

た
問
題
は
、
先
行
研
究
で
は
十
分
に
は
論
じ
ら
れ
て
来
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、
明
代
中
期
の
成
化
・
弘
治
年
間
（
一
四
六
五－

一
五
〇
五
）
に
活
躍
し
た
陳
鐸
と
い
う
散
曲
の
名
手
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
人
物
像
や
作
品
の
特
性
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
代

曲
文
学
史
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

ま
ず
は
、
前
篇
で
考
察
し
た
陳
鐸
の
生
平
と
著
作
に
つ
い
て
、
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

陳
鐸
、
字
は
大
声
、
号
は
秋
碧
、
下
邳
（
現
江
蘇
省
邳
州
市
）
の
人
で
あ
る
が
、
世
襲
官
職
の
た
め
に
南
京
に
居
す
。
生
年
は
正
統

八
～
十
三
年
（
一
四
四
三
～
四
八
）
で
、
天
順
五
年
（
一
四
六
一
）
十
四
～
十
九
歳
の
頃
、
南
京
済
川
衛
指
揮
使
を
世
襲
す
る
。
南
京
守
備

の
一
軍
の
ト
ッ
プ
に
あ
た
る
武
職
の
高
官
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
没
年
は
正
徳
二
年
（
一
五
〇
七
）、
享
年
は
六
十
～
六
十
五
歳
と
推
定

さ
れ
る
。

（
１
）
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曾
祖
父
の
陳
文
は
、
元
末
に
朱
元
璋
の
起
兵
に
従
っ
て
都
督
僉
事
に
陞
り
、
卒
し
て
東
海
侯
に
封
ぜ
ら
れ
、
孝
勇
と
諡
さ
れ
た
人
物

で
あ
る
。
祖
父
陳
政
は
南
京
中
軍
右
都
督
（
南
京
済
州
衛
指
揮
使
と
同
職
）
に
陞
っ
た
人
物
で
、
そ
の
職
を
父
陳
璿
が
正
統
十
二
年
（
一

四
四
七
）
に
嗣
い
で
い
る
。

ま
た
、
祖
父
陳
政
が
開
国
の
功
臣
沐
英
の
孫
娘
を
娶
っ
て
い
る
こ
と
、
及
び
陳
鐸
の
姉
妹
或
い
は
従
姉
妹
の
陳
氏
が
成
国
公
朱
鳳
に

嫁
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
陳
家
は
公
侯
家
と
姻
戚
関
係
を
築
い
て
い
た
と
言
え
る
。
前
篇
で
指
摘
し
た
通
り
、
陳
鐸
の
散
曲
を
多
数
収

録
す
る
曲
集
『
雍
熙
樂
府
』（
嘉
靖
十
年
〔
一
五
三
一
〕
序
）
の
編
纂
・
刊
行
者
、
武
定
侯
郭
勛
（
一
四
七
五
？
～
一
五
四
二
）
と
も
遠
い
親

戚
に
あ
た
る
。

陳
鐸
の
作
品
集
と
し
て
最
も
整
っ
た
も
の
は
、
中
国
国
家
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
『
坐
隱
先
生
精
訂
陳
大
聲
樂
府
全
集
』（
以
下
「
汪

氏
校
訂
全
集
」
と
称
す
。
万
暦
三
十
九
年
〔
一
六
一
一
〕
序
、
汪
氏
環
翠
堂
刻
本
、
書
号
：
一
五
六
九
三
）
で
あ
る
。
本
書
は
明
代
後
期
の
文
人

汪
廷
訥
（
一
五
七
三
～
一
六
一
九
、
字
昌
朝
、
号
坐
隠
先
生
、
戯
曲
作
家
）
の
校
訂
を
経
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
巻
首
に
湯
有
光
・
曹
学
佺
・

汪
廷
訥
の
序
が
附
さ
れ
て
い
る
。
収
録
さ
れ
る
の
は
、
散
曲
集
『
梨
雲
寄
傲
』
一
巻
・『
秋
碧
軒
稿
』
一
巻
・『
可
雪
齋
稿
』
一
巻
・『
月

香
亭
稿
』
一
巻
、
雑
劇
「
納
錦
郎
傳
奇
」
一
巻
・「
太
平
樂
事
」
一
巻
、
詞
集
『
草
堂
餘
意
』
二
巻
の
計
七
種
八
巻
で
、
二
〇
一
七
年
に

中
華
書
局
か
ら
影
印
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
、
目
録
等
に
記
録
さ
れ
た
題
名
の
み
が
伝
わ
っ
て
い
る
作
品
・
作
品
集
と
し
て
、
雑
劇
「
鄭
耆
老
義
配
好
姻
縁
」（
清
・
錢
曾

『
錢
遵
王
述
古
堂
蔵
書
目
録
』
巻
十
「
曲
」）、
散
曲
集
『
滑
稽
餘
韻
』（
明
・
高
儒
『
百
川
書
志
』
巻
十
八
「
集
、
詞
曲
」）、
詩
集
『
秋
碧
軒
集
』・

『
香
月
亭
集
』（『
明
史
』
巻
一
三
六
「
藝
文
四
、
別
集
類
」
／
同
書
巻
三
八
七
「
文
苑
二
、
陳
鐸
傳
」
／
清
・
朱
彝
尊
『
明
詩
綜
』
巻
三
八
「
陳
鐸
」

伝
）、
韻
書
（
？
）『
詞
林
要
韻
』（
明
末
清
初
・
黄
虞
稷
『
千
頃
堂
書
目
』
巻
三
）
が
あ
る
が
、
全
て
現
佚
と
み
ら
れ
る
。

前
篇
で
は
さ
ら
に
、
陳
鐸
の
散
曲
制
作
の
主
要
な
場
の
一
つ
で
あ
っ
た
宴
席
の
様
子
、
陳
鐸
が
琵
琶
・
箏
と
い
っ
た
楽
器
を
演
奏
し

な
が
ら
演
唱
す
る
技
術
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
焦
点
を
当
て
、
陳
鐸
の
散
曲
作
成
の
過
程
を
考
察
し
た
。
後
篇
で
は
、
陳
鐸
の
散
曲
に

（
２
）
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お
け
る
妓
女
・
退
隠
と
い
う
題
材
に
着
目
し
、
彼
の
作
品
の
文
学
性
を
探
る
と
と
も
に
、
彼
を
曲
文
学
の
制
作
に
向
か
わ
せ
た
時
代
的

背
景
に
つ
い
て
、
議
論
を
深
め
る
こ
と
に
す
る
。

一　

陳
鐸
と
妓
女

前
篇
で
述
べ
た
通
り
、
陳
鐸
は
世
襲
武
官
と
い
う
身
分
の
た
め
に
、
若
い
頃
か
ら
妓
楼
や
宴
席
の
場
に
出
入
り
し
、
教
坊
や
民
間
劇

団
の
妓
女
と
誼
み
を
結
ぶ
機
会
が
多
か
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
古
箏
・
琵
琶
の
演
奏
技
術
も
、
そ
う
し
て
誼
み
を
結
ん
だ
妓
女
か

ら
学
ん
だ
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
陳
鐸
の
散
曲
に
お
け
る
妓
女
像
、
及
び
陳
鐸
と
妓
女
の

関
係
に
つ
い
て
少
し
見
て
お
き
た
い
。
妓
女
は
卑
賤
な
者
と
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
存
在
で
あ
る
が
、
陳
鐸
の
妓
女
に
対
す
る
態

度
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

陳
鐸
の
散
曲
に
は
、
妓
女
の
視
点
に
な
っ
て
そ
の
胸
懐
を
詠
ん
だ
も
の
が
非
常
に
多
い
。
以
下
に
、『
詞
林
摘
艶
』
巻
一
甲
集
・『
雍

熙
樂
府
』
巻
十
六
に
も
収
め
ら
れ
る
南
曲
散
套
の
一
篇
を
挙
げ
よ
う
。

	
	

「
春
怨
」

	

【
南
・
南
呂　

香
遍
滿
】
因
他
消
痩
。
春
來
見
花
眞
個
羞
。
羞
問
花
時
還
問
柳
。
柳
條
嬌
且
柔
。
絲
絲
不
綰
愁
。
幾
回
暗
點
頭
。

似
嗔
我
眉
兒
皺
。

	

【
懶
畫
眉
】
無
情
歳
月
去
如
流
。
有
限
姻
縁
不
到
頭
。
懨
懨
鬼
病
幾
時
休
。
繡
戸
輕
寒
透
。
十
二
珠
簾
不
上
鈎
。

	

【
二
犯
梧
桐
樹
】
黄
鶯
似
喚
儔
。
紫
燕
如
呼
友
。
浪
蝶
狂
蜂
、
對
對
還
尋
偶
。
無
端
故
把
人
僝
僽
。
一
片
身
心
如
何
教
我
得
自
由
。

梨
花
細
雨
黄
昏
後
。
靜
掩
重
門
、
只
與
燈
兒
厮
守
。

	

【
浣
溪
沙
】
我
容
貌
嬌
、
他
年
紀
幼
。
那
時
節
兩
意
相
投
。
琴
心
宛
轉
頻
挑
闘
。
詩
謎
包
籠
幾
和
酬
。
他
去
久
。
有
些
個
風
聲
兒

（
３
）

（
４
）

（
５
）
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未
眞
實
、
見
人
須
問
個
因
由
。
…
（
後
五
支
省
略
）

�

（『
坐
隱
先
生
精
訂
梨
雲
寄
傲
』「
套
数
」
十
葉
Ａ
／
五
一
頁
）

	
【
南
・
南
呂　

香
遍
満
】
彼
の
せ
い
で
痩
せ
衰
え
て
し
ま
っ
た
わ
。
春
が
来
た
け
れ
ど
花
を
見
る
と
ま
こ
と
恥
ず
か
し
い
。
恥
ず
か
し
い
の
は

花
を
訪
ね
た
と
思
え
ば
柳
を
尋
ね
る
こ
と
（
相
手
が
あ
ち
こ
ち
の
妓
女
に
手
を
出
す
こ
と
を
言
う
か
）。
柳
の
枝
は
軽
く
て
柔
ら
か
い
。
細
く
繊

細
だ
け
ど
悶
々
と
憂
え
た
り
は
し
な
い
も
の
ね
。
何
度
も
ひ
っ
そ
り
と
う
な
ず
い
て
い
る
わ
ね
。
私
の
眉
の
皺
を
責
め
て
い
る
み
た
い
。

	

【
懶
画
眉
】
薄
情
に
も
年
月
は
流
れ
る
よ
う
に
去
っ
て
行
く
。
あ
の
人
と
の
姻
縁
に
は
限
り
が
あ
っ
て
初
め
に
は
戻
ら
な
い
。
悶
々
と
し
た
心

の
病
は
い
つ
止
む
の
か
し
ら
。
刺
繡
を
施
し
た
簾
は
軽
く
寒
さ
が
透
け
て
入
っ
て
く
る
。
け
れ
ど
玉
の
簾
を
巻
き
上
げ
て
入
っ
て
く
る
人
は
い
な

い
（
本
句
は
宋
・
范
仲
淹
「【
憶
王
孫
】
秋
思
」
詞
を
典
故
と
す
る
）。

	

【
二
犯
梧
桐
樹
】
鶯
が
伴
侶
を
呼
ぶ
よ
う
に
。
燕
が
友
を
呼
ぶ
よ
う
に
。
蝶
や
蜂
（
軽
薄
な
放
蕩
男
の
喩
え
）
は
、
相
手
に
会
う
た
び
に
つ
が

い
を
探
し
て
い
る
。
わ
け
も
な
く
私
を
苦
し
ま
せ
る
の
ね
。
そ
ん
な
薄
っ
ぺ
ら
い
心
で
ど
う
や
っ
て
私
を
自
由
に
さ
せ
る
つ
も
り
。
梨
の
花
に
小

雨
が
か
か
る
黄
昏
の
あ
と
。
静
か
に
重
い
門
を
閉
め
、
た
だ
燈
の
火
と
見
守
り
合
う
ば
か
り
。

	

【
浣
溪
沙
】
私
の
容
貌
は
美
し
く
、
彼
は
歳
若
か
っ
た
。
あ
の
と
き
二
人
の
心
は
ぴ
っ
た
り
と
合
っ
て
い
た
。
思
い
を
託
し
た
琴
の
音
を
か
き

め
ぐ
ら
せ
て
何
度
も
挑
み
合
っ
た
。
詩
の
謎
か
け
を
籠
に
隠
し
て
何
度
も
や
り
と
り
を
し
た
。
け
れ
ど
彼
が
去
っ
て
か
ら
長
い
こ
と
た
っ
た
。
い

く
ら
か
噂
が
聞
こ
え
て
く
る
け
ど
本
当
か
ど
う
か
わ
か
ら
ず
、
人
に
会
え
ば
必
ず
そ
の
由
を
尋
ね
て
い
ま
す
。
…
（
後
五
支
省
略
）

疎
遠
に
な
っ
た
男
性
に
対
す
る
妓
女
の
想
い
を
代
弁
し
た
閨
怨
の
作
で
、
テ
ー
マ
自
体
は
詞
・
諸
宮
調
・
元
曲
か
ら
引
き
継
が
れ
る
オ
ー

ソ
ド
ッ
ク
ス
な
も
の
で
あ
る
。
恋
煩
い
の
た
め
に
や
つ
れ
た
女
性
の
表
現
に
つ
い
て
も
、
妓
女
の
例
で
は
な
い
が
、
金
・
董
解
元
撰
『
古

本
董
解
元
西
廂
記
』
巻
七
の
、
遠
路
に
あ
る
張
生
を
想
っ
て
憂
い
に
耽
る
鶯
鶯
が
唱
う
曲
辞
、【
道
宮
】
過
曲
【
賺
】
の
「
近
來
這
病
的

形
骸
。
鏡
兒
裡
覷
了
後
自
澁
耐
」（
近
頃
で
は
こ
の
病
み
さ
ら
ば
え
た
体
、
鏡
の
中
に
見
る
に
つ
け
恥
ず
か
し
い
ば
か
り
）、【
大
聖
樂
】
の
「
花

憔
月
悴
、
蘭
消
玉
瘦
、
不
似
舊
時
標
格
」（
花
月
の
姿
や
つ
れ
果
て
、
蘭
玉
の
か
ん
ば
せ
痩
せ
衰
え
て
、
昔
の
美
貌
は
ど
こ
へ
や
ら
）
な
ど
を
彷

（
６
）

（
７
）
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彿
と
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
当
時
の
聴
衆
に
と
っ
て
は
、
同
時
代
の
人
間
の
手
に
な
る
新
作
は
、
古
典
作
と
は
ま
た
違
っ
た
響
き
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
、
本
作
が
男
性
作
で
あ
り
な
が
ら
女
性
の
心
の
機
微
を
繊
細
に
映
し
出
し
た
佳
作
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
と
り
わ
け
、

そ
の
唱
い
手
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
妓
女
に
と
っ
て
は
、
彼
女
ら
の
心
に
寄
り
添
っ
た
陳
鐸
の
曲
辞
は
慰
み
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
想
像
さ
れ
る
。

陳
鐸
の
散
曲
に
は
妓
女
に
寄
り
添
う
心
が
表
れ
て
い
る
こ
と
を
見
た
が
、
そ
の
他
に
伝
わ
る
逸
話
か
ら
も
、
陳
鐸
が
妓
女
に
親
し
み

を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
明
・
顧
起
元
（
一
五
六
五
～
一
六
二
八
）
撰
『
客
座
贅
語
』
巻
三
「
陳
公
善
謔
録
」
に
は
以
下

の
よ
う
な
記
載
が
見
え
る
。

	

陳
鐸
爲
指
揮
、
善
詞
曲
、
又
善
謔
。
常マ

マ

居
京
師
、
戲
作
月
令
。
惟
記
其
二
月
下
云
、「
是
月
也
、
壁
蝨
出
溝
中
、
臭
氣
上
騰
。
妓

鞾
化
爲
鞋
。」
最
善
形
容
、「
化
爲
鞋
」
更
可
笑
也
。

	

陳
鐸
は
指
揮
で
あ
っ
た
が
、
詞
曲
を
得
意
と
し
、
冗
談
を
言
う
の
に
も
長
け
て
い
た
。
か
つ
て
京
師
に
い
た
時
、
戯
れ
に
月
令
を
作
っ
た
。
た

だ
そ
の
二
月
下
を
載
せ
て
お
こ
う
。
曰
く
、「
こ
の
月
、
ダ
ニ
が
溝
か
ら
出
て
き
て
、
臭
気
が
上
る
。
妓
女
の
鞾
（
長
靴
）
が
鞋
（
普
通
の
鞋
）
に

変
わ
る
」
と
。
非
常
に
上
手
く
描
写
し
て
お
り
、「
鞋
に
変
わ
る
」
と
言
う
の
は
極
め
て
お
も
し
ろ
い
。

「
月
令
」（
時
令
と
も
謂
う
）
と
は
、
一
年
の
月
ご
と
の
自
然
現
象
や
儀
式
・
行
事
・
農
作
業
な
ど
を
記
す
文
章
で
あ
る
。
最
古
の
も
の
と

し
て
は
『
禮
記
』「
月
令
第
六
」
が
伝
わ
り
、
そ
の
「
仲
春
之
月
」（
二
月
）
に
は
「
是
月
也
、
日
夜
分
、
雷
乃
發
聲
声
、
始
電
、
蟄
蟲

咸
動
、
啓
戸
始
出
」（
こ
の
月
、
春
分
に
は
、
遠
く
で
雷
の
音
が
し
始
め
、
稲
光
が
初
め
て
光
り
、
籠
も
っ
て
い
た
虫
が
み
な
動
き
始
め
、
穴
を
掘
っ

て
外
に
出
て
く
る
）
と
あ
る
。
陳
鐸
は
こ
れ
を
利
用
し
つ
つ
、
虫
と
臭
気
が
上
っ
て
来
る
の
は
地
面
の
穴
か
ら
で
は
な
く
妓
女
の
冬
履
き

の
長
靴
か
ら
だ
と
描
写
し
、
や
っ
と
普
通
の
鞋
に
履
き
替
え
て
く
れ
る
と
い
う
か
ら
か
い
の
意
を
詠
み
込
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し

か
も
、
こ
の
取
る
に
足
ら
な
い
変
化
を
、
経
典
で
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
謂
う
時
に
使
わ
れ
る
「
～
化
爲
…
」（
～
が
…
に
変
わ
る
）
と

（
８
）
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い
う
も
っ
と
も
ら
し
い
言
い
回
し
を
用
い
て
表
し
て
い
る
点
に
、
一
層
の
お
か
し
み
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
内
容
・
表
現
は
、
妓
女
の

生
態
を
よ
く
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
書
け
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
ま
た
、
一
見
妓
女
を
嘲
る
内
容
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
揶
揄
が

諧
謔
と
し
て
成
り
立
つ
関
係
に
は
、
や
は
り
相
当
な
親
密
性
の
高
さ
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
陳
鐸
の
諧
謔
性
の
裏
に
は
、

妓
女
へ
の
親
し
み
の
情
も
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
右
記
の
月
令
は
陳
鐸
が
北
京
に
い
た
時
に
作
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
明
・
王
同
軌
（
一
五
三
五
～
？
）
撰

の
文
言
小
説
集
『
耳
談
類
增
』
巻
三
十
八
「
雅
謔
篇
下
、
嘲
北
地
巷
曲
中
人
」
に
も
、「
金
陵
陳
大
聲
『
嘲
北
地
巷
曲
中
人
』、
半
亦
近

誣
、
不
𥁞
然
也
…
（
後
略
）」（
金
陵
の
陳
大
声
の
『
北
部
地
方
の
ち
ま
た
の
妓
坊
の
人
を
嘲
る
』
の
作
は
、
半
分
は
い
つ
わ
り
そ
し
る
よ
う
な
も
の

で
、
全
部
が
本
当
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
…
〔
後
略
〕）
と
前
置
き
し
た
上
で
、
陳
鐸
が
南
方
と
は
趣
の
異
な
る
北
方
の
妓
女
を
か
ら
か
う

内
容
の
韻
文
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
北
方
の
埃
っ
ぽ
い
路
地
裏
の
妓
楼
、
生
の
葱
・
大
蒜
・
ニ
ラ
・
臓
物
の
塩
漬
け
が
並
ぶ
食
卓
、
酒

は
焼
酒
（
蒸
留
酒
、
白
酒
）
で
ま
ず
く
、
妓
女
も
蛮
人
の
よ
う
な
髪
型
を
し
て
、
耳
汚
し
の
う
た
を
唱
い
、
安
錢
で
質
素
な
男
の
相
手
を

す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
記
し
た
王
同
軌
も
「
雅
謔
篇
」
に
収
め
た
上
で
「
全
て
が
事
実
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
」
と
前

置
き
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る
に
、
妓
女
も
侍
る
宴
席
で
、
場
を
和
ま
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
諧
謔
の
作
で
は
な
い
か
と

推
定
さ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
も
妓
女
を
嘲
る
内
容
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
許
さ
れ
る
雰
囲
気
の
中
で
作
ら
れ
た
わ
け
で
あ
り
、

や
は
り
逆
に
妓
女
に
対
す
る
親
し
み
の
情
を
感
じ
さ
せ
る
。

若
く
し
て
武
官
職
を
嗣
い
だ
が
故
に
、
妓
楼
や
妓
女
が
侍
る
宴
席
の
場
に
出
入
り
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
陳
鐸
は
、
そ
の

よ
う
な
環
境
の
中
で
、
妓
女
に
対
す
る
偏
見
の
無
い
親
し
み
の
感
情
、
そ
し
て
妓
女
が
演
奏
・
演
唱
す
る
曲
に
対
す
る
興
味
を
抱
い
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
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）
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二　

退
隠
を
題
材
と
す
る
散
曲

元
代
の
散
曲
の
多
く
が
閨
怨
と
退
隠
を
題
材
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
小
松
謙
氏
の
指
摘
に
あ
る
通
り
で
あ
る
が
、
明
代
中
期
の
陳
鐸

の
散
曲
に
も
、
前
掲
し
た
よ
う
な
閨
怨
を
題
材
と
す
る
も
の
の
ほ
か
、
退
隠
を
題
材
と
し
た
も
の
が
散
見
さ
れ
る
。

以
下
に
退
隠
を
題
材
と
す
る
陳
鐸
の
散
套
の
一
篇
を
挙
げ
よ
う
。

	
	

「
自
述
」（『
雍
熙
樂
府
』
巻
十
で
は
「
秋
懷
」）

	

【
北
・
南
呂　

一
枝
花
】
事
詞
章
舊
有
名
、
攬
風
月
多

俊
。
説
興
亡
長
閉
口
、
期
富
貴
怕
勞
神
。
回
首
青
春
。
又
早
三
十
近
。

虹
霓
志
未
伸
。
因
此
上
筆
尖
兒
判
柳
評
花
、
心
性
兒
搏
香
弄
粉
。

	

【
梁
州
第
七
】
耳
邊
廂
喜
聽
的
是
輕
歌
金
縷
、
眼
根
前
愛
看
的
是
妙
舞
紅
裾
。
也
是
我
生
平
註
下
踈
狂
分
。
手
段
兒
熟
滑
如
張
敞
、

舌
頭
兒
利
便
似
蘇
秦
。
性
格
兒
風
流
如
杜
牧
、
肚
皮
兒
豁
達
似
田
文
。
語
言
直
敬
的
是
斯
文
。
骨
頭
高
傲
的
是
王
孫
。
芙
蓉
露
濕

烏
紗
夜
夜
歸
遲
。
梧
桐
月
照
羅
幔
齁
齁
睡
穩
、
桂
花
風
爽
吟
袍
日
日
遊
頻
。
自
思
、
自
忖
。
保
箕
裘
且
待
亨
通
運
。
省
干
求
罷
談

論
。
細
和
滄
浪
靜
掩
門
、
且
廻
避
滾
滾
紅
塵
。

	

【
煞
尾
】
有
一
日
半
空
中
飛
下
風
雷
信
。
平
地

分
來
雨
露
恩
。
那
其
間
執
節
操
戈
把
柳
營
鎭
。
秉
精
忠
爲
君
。
守
清
白
愛
民
。
酬

得
那
些
小
勲
勞
便
歸
隱
。

�

（『
坐
隱
先
生
精
訂
梨
雲
寄
傲
』「
套
数
」
三
一
葉
Ａ
／
九
三
頁
）

	

【
北
・
南
呂　

一
枝
花
】
詩
文
を
事
と
し
て
以
前
に
は
名
を
挙
げ
た
こ
と
が
あ
り
、
男
女
の
色
事
に
通
じ
て
（
そ
ち
ら
の
道
で
も
）
秀
で
た
才

能
が
あ
る
。（
し
か
し
）
国
の
興
亡
を
語
る
と
な
る
と
口
は
だ
ん
ま
り
、
富
貴
を
望
み
は
す
る
が
心
が
す
り
切
れ
疲
れ
る
の
は
い
や
だ
。
若
い
頃

が
懐
か
し
い
。
も
う
三
十
歳
近
く
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
慷
慨
に
満
ち
た
志
は
い
ま
だ
遂
げ
ら
れ
ず
に
い
る
。
こ
の
た
め
に
筆
先
は
花
柳
界
の
色

事
を
批
評
し
、
心
は
美
し
く
お
化
粧
し
た
女
性
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
る
。

（
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【
梁
州
第
七
】
耳
で
聴
い
て
喜
ぶ
の
は
軽
快
に
歌
う
【
金
縷
曲
】、
眼
で
見
る
の
が
好
き
な
の
は
上
手
に
舞
う
妓
女
の
紅
の
裳
裾
。
俺
の
人
と
な

り
に
注
釈
を
つ
け
る
と
し
た
ら
何
者
に
も
と
ら
わ
れ
ぬ
性
分
と
い
う
と
こ
ろ
だ
。
手
さ
ば
き
と
き
た
ら
熟
練
す
る
こ
と
張
敞
（
前
漢
の
人
、
官
は

京
兆
尹
に
至
る
。
妻
の
眉
を
描
い
て
や
っ
て
い
る
と
い
う
噂
に
よ
っ
て
威
儀
が
無
い
と
弾
劾
さ
れ
た
故
事
が
有
名
で
、
元
曲
の
世
界
で
は
風
流
人

と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
）
の
よ
う
、
舌
ね
っ
こ
と
き
た
ら
利
発
な
る
こ
と
蘇
秦
（
戦
国
時
代
の
縦
横
家
）
の
よ
う
。
心
根
と
き
た
ら
風
流
な
る

こ
と
杜
牧
（
晩
唐
の
詩
人
、
風
流
才
子
と
称
さ
れ
る
）
の
よ
う
、
腹
と
き
た
ら
寛
大
な
る
こ
と
田
文
（
即
ち
孟
嘗
君
。
戦
国
時
代
斉
の
威
王
の
孫

で
、
数
千
の
食
客
を
養
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
）
の
よ
う
。
言
葉
と
き
た
ら
ま
っ
す
ぐ
で
敬
い
が
あ
り
ま
こ
と
儒
学
者
の
も
の
だ
。
気
骨
と
き
た

ら
純
血
高
尚
で
ま
こ
と
貴
族
の
子
弟
の
も
の
だ
。
芙
蓉
の
露
が
黒
い
絹
の
帽
子
（
役
人
の
帽
子
）
を
濡
ら
す
中
を
夜
な
夜
な
ゆ
っ
く
り
と
帰
る
。

梧
桐
の
月
が
う
す
ぎ
ぬ
の
幃
を
照
ら
す
中
で
す
や
す
や
と
ゆ
っ
た
り
眠
る
。
金
木
犀
薫
る
風
を
詩
人
の
衣
に
浴
び
つ
つ
毎
日
毎
日
遊
ん
で
ば
か
り
。

一
人
も
の
思
い
に
耽
り
、
一
人
思
い
巡
ら
す
。
箕
裘
（
祖
先
か
ら
継
い
だ
事
業
の
喩
え
）
を
守
り
な
が
ら
ひ
と
ま
ず
運
が
開
け
る
の
を
待
と
う
。

（
高
位
を
）
求
め
ず
談
論
す
る
こ
と
も
止
め
よ
う
。
細
く
和
や
か
な
浪
の
中
で
静
か
に
門
を
閉
め
、
ひ
と
ま
ず
滔
滔
と
流
れ
る
水
の
よ
う
に
移
り

変
わ
り
の
激
し
い
俗
世
間
か
ら
は
身
を
引
こ
う
。

	

【
煞
尾
】
い
つ
か
空
か
ら
突
然
び
っ
く
り
な
知
ら
せ
が
飛
び
降
り
て
来
や
し
な
い
か
。
平
穏
な
毎
日
の
う
ち
に
（
皇
帝
様
の
）
恩
沢
の
雨
が
こ

ち
ら
に
も
降
っ
て
き
や
し
な
い
か
。
そ
の
時
に
は
符
節
を
賜
っ
て
戈
を
構
え
て
柳
営
（
厳
整
な
る
営
寨
）
を
守
ろ
う
。
純
潔
忠
貞
を
守
る
は
皇
帝

様
の
た
め
。
清
廉
潔
白
を
守
っ
て
民
を
愛
そ
う
。
そ
ん
な
小
さ
な
勲
労
を
報
い
た
ら
す
ぐ
に
故
郷
へ
帰
っ
て
隠
居
し
よ
う
。

教
養
と
志
を
持
っ
て
い
な
い
わ
け
で
は
無
い
と
い
う
こ
と
を
仄
め
か
し
つ
つ
も
、
自
身
の
性
分
に
は
遊
興
に
耽
る
方
が
合
っ
て
い
る
と

説
き
、
積
極
的
に
は
出
世
を
望
ま
ず
、
む
し
ろ
早
く
退
隠
し
た
い
と
い
う
感
慨
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

曲
は
本
来
、
聴
衆
が
感
情
移
入
し
て
共
感
し
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
作
者
個
人
の
情
況
や
感
情
が
詠
み

込
ま
れ
る
よ
り
も
、
一
般
化
さ
れ
た
情
況
・
感
情
が
詠
み
込
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
こ
の
散
套
に
詠
ま
れ
た
情
況
・

感
情
が
、
陳
鐸
自
身
の
そ
れ
か
と
い
う
点
に
は
一
考
が
要
さ
れ
る
。
篇
題
に
は
「
自
述
」
と
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
万
暦
三

（
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十
九
年
（
一
六
一
一
）
に
文
人
汪
廷
訥
の
校
訂
を
経
て
刊
行
さ
れ
た
汪
氏
校
訂
全
集
収
『
坐
隱
先
生
精
訂
梨
雲
寄
傲
』
に
お
け
る
も
の
で

あ
っ
て
、
嘉
靖
十
年
（
一
五
三
一
）
序
を
持
つ
『
雍
熙
樂
府
』
で
は
「
秋
懷
」
と
な
っ
て
い
る
。
陳
鐸
が
自
身
で
つ
け
た
篇
題
は
何
だ
っ

た
の
か
、
本
来
篇
題
が
存
在
し
た
の
か
も
断
定
的
で
は
な
い
。

し
か
し
、
汪
氏
校
訂
全
集
で
何
故
「
自
述
」
と
い
う
篇
題
に
な
っ
た
か
と
考
え
る
な
ら
ば
、
第
一
に
、
第
二
支
【
梁
州
第
七
】
の
第

一
・
二
句
「
耳
邊
廂
喜
聽
的
是
輕
歌
金
縷
、
眼
根
前
愛
看
的
是
妙
舞
紅
裾
」（
耳
で
聴
い
て
喜
ぶ
の
は
軽
快
に
歌
う
【
金
縷
曲
】、
眼
で
見
る
の

が
好
き
な
の
は
上
手
に
舞
う
妓
女
の
紅
の
裳
裾
）
と
い
う
表
現
な
ど
が
、
妓
女
の
世
界
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
陳
鐸
自
身
を
彷
彿
と
さ
せ

る
こ
と
、
第
二
に
、【
梁
州
第
七
】
第
九
句
「
骨
頭
高
傲
的
是
王
孫
」（
気
骨
と
き
た
ら
純
血
高
尚
で
ま
こ
と
貴
族
の
子
弟
の
も
の
だ
）、
第
十

五
句
「
保
箕
裘
且
待
亨
通
運
」（
祖
先
の
事
業
を
守
り
な
が
ら
ひ
と
ま
ず
運
が
開
け
る
の
を
待
と
う
）、【
煞
尾
】
第
三
句
「
那
其
間
執
節
操
戈

把
柳
營
鎭
」（
そ
の
時
に
は
符
節
を
賜
っ
て
戈
を
構
え
て
厳
整
な
る
営
寨
を
守
ろ
う
）
と
い
っ
た
表
現
が
、
世
襲
武
官
の
情
況
に
あ
て
は
ま
る
こ

と
が
根
拠
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

無
論
、
こ
の
散
套
が
作
ら
れ
た
当
時
に
、
陳
鐸
と
同
様
に
世
襲
武
官
で
あ
り
な
が
ら
妓
女
の
世
界
に
耽
溺
し
た
者
が
多
数
お
り
、
陳

鐸
が
彼
ら
の
心
情
を
一
般
化
し
て
曲
辞
に
詠
み
込
ん
だ
と
い
う
可
能
性
も
無
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
現
代
の
作
詞
家
に
つ
い
て

考
え
て
み
て
も
、
作
詞
家
自
身
に
欠
片
も
存
在
し
な
い
心
情
を
歌
辞
に
表
出
す
る
と
い
う
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
仮
に
先

人
の
歌
辞
を
借
り
つ
つ
、
自
分
の
胸
の
内
に
は
存
在
し
な
い
、
他
人
の
感
情
を
歌
辞
に
し
た
な
ら
ば
、
聴
衆
の
共
感
を
呼
び
、
人
を
感

動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
水
準
の
作
に
は
な
り
得
な
い
。
や
は
り
作
詞
家
の
真
情
が
あ
る
程
度
反
映
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
聴

衆
、
或
い
は
読
者
に
思
い
が
届
く
、
陳
鐸
の
散
曲
の
如
き
佳
作
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
の
考
察
に
基
づ
き
、
こ
の
散
套
が
陳
鐸
自
身
の
情
況
と
心
情
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
仮
定
し
て
論
を
進
め
る
な
ら
ば
、
引
子

（
第
一
支
）【
一
枝
花
】
の
第
六
句
に
「
又
早
三
十
近
」（
も
う
三
十
歳
近
く
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
散
套
は
陳
鐸
三

十
歳
近
く
、
成
化
年
間
の
作
で
あ
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。
ま
た
、
陳
鐸
は
俗
世
の
し
が
ら
み
に
縛
ら
れ
ず
気
儘
に
過
ご
す
の
を
好
み
、
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出
世
を
積
極
的
に
は
願
わ
ず
、
武
官
と
し
て
の
職
務
を
好
ま
ず
、
少
し
の
勲
功
を
挙
げ
た
ら
す
ぐ
に
帰
隠
し
た
い
と
い
う
思
い
を
抱
い

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
事
詞
章
舊
有
名
」（
詩
文
を
事
と
し
て
以
前
に
は
名
を
挙
げ
た
こ
と
が
あ
り
）
と
言
い
、「
語
言
直
敬
的
是
斯

文
」（
言
葉
と
き
た
ら
ま
っ
す
ぐ
で
敬
い
が
あ
り
ま
こ
と
儒
学
者
の
も
の
だ
）
と
自
負
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
陳
鐸
が
儒
教
的
教
養

を
身
に
つ
け
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
確
か
に
、
一
流
知
識
人
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
る
曲
辞
の
水
準
の
高
さ
に
鑑
み
る
に
、

陳
鐸
は
幼
少
期
か
ら
相
当
の
教
育
を
受
け
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
明
代
武
官
は
字
を
読
む
こ
と
す
ら
で
き
な
か
っ
た
と

み
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
公
侯
家
・
武
官
家
は
貴
族
階
級
で
も
あ
り
、
中
に
は
子
息
に
幼
い
頃
か
ら
読
書
を
さ
せ
る
習
慣
を
持
つ
家

も
あ
っ
た
。
進
士
登
第
後
に
武
官
職
を
世
襲
し
た
者
や
、
武
官
職
世
襲
以
前
に
諸
生
の
身
分
で
あ
っ
た
者
が
い
る
と
い
う
事
実
も
、
そ

の
よ
う
な
背
景
に
拠
る
だ
ろ
う
。
武
門
出
身
の
進
士
（
官
籍
進
士
）
が
多
数
存
在
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
、
武
挙
に
も

最
低
限
の
兵
書
の
知
識
な
ど
が
必
要
で
あ
っ
た
。
推
量
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
陳
鐸
も
武
門
に
生
ま
れ
な
が
ら
、
幼
少
期
に

は
学
堂
に
入
れ
ら
れ
る
か
家
庭
教
師
を
つ
け
ら
れ
て
、
或
い
は
科
挙
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
古
典
や
八
股
文
を
学
び
、
詩
作
も
可
能

な
ほ
ど
の
教
養
を
身
に
つ
け
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
十
代
で
父
の
武
職
を
嗣
が
ざ
る
を
得
な
い
情
況
が
生
じ
、
結
果
的
に

学
問
の
道
は
あ
き
ら
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
科
挙
を
目
指
す
の
で
な
け
れ
ば
、
詩
文
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
。
音
楽
の
天
賦
の

才
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
陳
鐸
に
と
っ
て
は
、
曲
の
方
が
性
分
に
合
っ
て
い
る
し
、
自
身
の
心
を
表
現
で
き
る
と
考
え
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

陳
鐸
が
歴
と
し
た
武
官
職
に
あ
り
な
が
ら
、
退
隠
へ
の
憧
れ
と
も
と
れ
る
心
情
を
抱
い
た
背
景
に
は
、
明
代
の
武
官
が
世
襲
制
で
あ

る
が
故
に
、
生
活
の
保
障
面
で
の
不
安
は
無
い
一
方
で
、
海
賊
や
風
雨
の
危
険
に
晒
さ
れ
る
運
糧
の
役
目
や
、
一
度
戦
争
が
起
き
れ
ば

前
線
で
軍
士
を
指
揮
し
て
戦
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
重
責
を
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
背
負
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
出
世
し
よ
う
と
思
え
ば
軍
功
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
文
字
通
り
命
を
懸
け
る
仕
事
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

（
13
）

（
14
）

（
15
）
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そ
れ
を
望
む
所
と
思
え
る
者
も
い
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
離
脱
し
て
別
の
道
を
歩
む
こ
と
を
求
め
る
者
が
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
事
実
、

文
言
小
説
集
『
花
影
集
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
陶
輔
（
字
廷
弼
、
嘉
靖
期
）
な
ど
は
、
武
官
を
世
襲
す
る
も
す
ぐ
に
辞
職
し
て
、
趣

味
の
著
作
に
耽
っ
た
と
い
う
経
歴
を
持
つ
。
以
上
の
考
察
か
ら
、
陳
鐸
の
散
套
「
自
述
」
に
は
、
そ
の
よ
う
な
陳
鐸
自
身
の
人
生
の
背

景
か
ら
来
る
隠
逸
へ
の
思
慕
の
情
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

陳
鐸
が
実
際
に
辞
職
・
退
官
し
て
隠
遁
生
活
を
送
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
官
に
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
隠
逸
生
活
へ
の

思
慕
の
情
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
あ
る
ま
い
。
そ
も
そ
も
官
界
に
身
を
置
く
と
い
う
こ
と
は
、
名
誉
な
こ
と
で
は
あ
る

が
、
安
穏
と
し
た
生
活
が
待
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
特
に
武
官
は
先
述
し
た
よ
う
な
重
責
を
負
っ

て
い
る
上
、
文
官
と
の
駆
け
引
き
に
失
敗
す
れ
ば
、
文
筆
に
長
け
た
彼
ら
に
よ
っ
て
み
す
み
す
と
弾
劾
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、
相
当

に
神
経
を
磨
り
減
ら
す
仕
事
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
下
に
挙
げ
る
「
歸
隱
」
と
い
う
篇
題
を
持
つ
小
令
の
第
一
首
に
も
、
危

険
渦
巻
く
官
界
か
身
を
引
き
た
い
と
い
う
心
情
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

	
	

「
歸
隱
」（
六
首
之
第
一
首
）

	

【
北
・
中
呂　

朝
天
子
】
典
賣
了
錦
袍
。
結
識
上
酒
瓢
。
花
底
吟
船
頭
釣
。
柴
門
長
日
有
僧
敲
。
那
里
許
高
軒
造
。
狼
虎
交
雜
、

風
雲
變
暴
。
退
歸
來
誰
道
早
。
石
崇
富
易
消
。
范
丹
貧
到
老
。
那
一
箇
長
安
樂
。

�

（『
坐
隱
先
生
精
訂
梨
雲
寄
傲
』「
小
令
」
五
五
葉
Ａ
／
一
四
一
頁
）

	

【
北
・
中
呂　

朝
天
子
】
錦
の
着
物
（
役
人
の
服
）
は
質
に
入
れ
た
。
人
と
知
り
合
っ
て
は
酒
の
入
っ
た
瓢
箪
を
献
上
す
る
。
花
の
影
で
歌
を

う
た
い
船
の
へ
さ
き
で
魚
を
釣
る
。
柴
の
門
を
ひ
ね
も
す
僧
が
叩
き
に
来
る
。（
一
方
）
あ
そ
こ
（
官
界
）
で
は
た
く
さ
ん
の
高
い
塀
の
家
が
軒

を
連
ね
て
い
る
。
狼
や
虎
が
入
り
乱
れ
、
風
雲
は
荒
れ
狂
っ
て
い
る
。
隠
居
す
る
の
を
だ
れ
が
早
す
ぎ
る
と
言
お
う
か
。
石
崇
（
西
晋
の
富
豪
、

政
治
家
）
の
富
は
簡
単
に
消
え
た
。
范
丹
（
後
漢
の
政
治
家
、
党
錮
の
禁
に
遭
っ
て
出
世
で
き
ず
）
は
貧
し
い
ま
ま
老
い
た
。
だ
れ
か
長
い
こ
と

安
楽
を
保
っ
て
生
き
ら
れ
た
者
が
い
た
だ
ろ
う
か
。

（
16
）
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官
界
を
「
那
里
許
高
軒
造
。
狼
虎
交
雜
、
風
雲
變
暴
。
退
歸
來
誰
道
早
」（
あ
そ
こ
で
は
た
く
さ
ん
の
高
い
塀
の
家
が
軒
を
連
ね
て
い
る
。
狼

や
虎
が
入
り
乱
れ
、
風
雲
は
荒
れ
狂
っ
て
い
る
）
と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
散
套
に
つ
い
て
も
、
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
内
容
が
陳

鐸
自
身
の
心
情
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
彼
が
全
く
そ
の
よ
う
な
価
値
観
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
や
は
り
こ
の
よ
う
な
言

葉
は
出
て
来
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
陳
鐸
が
理
想
と
し
て
抱
い
て
い
た
隠
逸
生
活
と
は
、
山
中
深
く
に
居
し
て
俗
世
と
の
関
わ
り
を
一
切
絶
ち
、
清
貧
な
る

生
活
を
営
み
つ
つ
、
仕
え
る
べ
き
名
君
の
招
き
を
待
つ
と
い
う
中
国
古
代
の
真
の
隠
士
像
と
は
お
そ
ら
く
異
な
っ
て
い
た
。
以
下
に
二

篇
の
散
曲
を
挙
げ
よ
う
。

	
	

「
夏
日
卽
景
冩
懷
」（『
盛
世
新
聲
』
巻
二
で
は
無
題
、『
詞
林
摘
艶
』
巻
九
（
壬
集
）
で
は
「
行
樂
」、『
雍
熙
樂
府
』
巻
一
で
は
「
賞
翫
」）

	

【
北
・
黄
鐘　

醉
花
陰
】
楊
柳
横
塘
淡
烟
鎖
。
…
（
中
略
）
…

	

【
喜
遷
鶯
】
少
年
行
樂
。
好
光
陰
暗
裏
經
過
。
量
度
。
想
歡
會
人
生
幾
何
、
六
代
遺
宮
草
樹
多
。
眼
見
的
都
證
果
。
江
山
依
舊
、

人
物
消
磨
。

	

【
出
隊
子
】
與
知
音
幾
箇
、
得
清
閑
非
小
可
。
者
麽
你
重
裀
列
鼎
更
如
何
。
積
玉
堆
金
待
怎
麽
。
則
俺
把
利
鎖
名
韁
都
頓
脱
。

	

【
刮
地
風
】
有
時
節
放
一
箇
小
蘭
舟
隨
處
泊
。
買
娉
婷
二
八
秦
蛾
。
碧
荷
筒
旋
折
傾
香
糯
。
痛
飮
狂
歌
。
只
喫
的
雕
盤
上
彩
雲
零

落
、
羅
帕
上
酒
痕
湮
汚
。
花
一
攢
錦
一
簇
玉
人
滿
座
、
小
壺
天
風
月
窩
、
全
不
受
禮
法
拘
縛
。
紫
檀
槽
一
曲
、
笙
簫
佐
、
吹
撥
喜

宮
商
樂
韻
和
。
…
（
後
四
支
略
）

�

（『
坐
隱
先
生
精
訂
梨
雲
寄
傲
』「
套
数
」
十
四
葉
Ａ
／
五
九
頁
）

	

【
北
・
黄
鐘　

醉
花
陰
】
柳
の
間
を
横
切
る
堤
が
淡
い
靄
に
包
ま
れ
て
い
る
。
…
（
中
略
）
…

	

【
喜
遷
鶯
】
若
い
頃
は
娯
楽
に
耽
っ
た
。
良
い
時
間
は
知
ら
ぬ
う
ち
に
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
思
え
ば
楽
し
い
集
ま
り
は
人
生
の
中
で
も
何
回
あ

る
こ
と
か
、
古
跡
の
宮
殿
に
は
草
木
が
生
い
茂
っ
て
い
る
。
眼
に
見
え
る
の
は
證
果
（
仏
教
語
、
修
行
し
て
悟
り
を
え
る
こ
と
）
ば
か
り
。
川
も
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山
も
昔
の
ま
ま
だ
が
、
人
間
は
消
え
て
い
く
も
の
。

	
【
出
隊
子
】
私
を
よ
く
知
る
友
達
い
く
ら
か
と
、
静
か
に
有
閑
の
時
を
過
ご
す
の
が
よ
い
。
お
前
は
着
物
を
重
ね
て
鼎
（
貴
族
で
あ
る
こ
と
の

証
し
）
を
並
べ
た
所
で
ど
う
し
よ
う
と
言
う
の
か
。
玉
や
金
を
積
み
上
げ
て
何
を
し
よ
う
と
言
う
の
か
。
た
だ
私
た
ち
は
名
声
や
利
益
を
み
ん
な

脱
ぎ
捨
て
て
し
ま
お
う
。

	

【
刮
地
風
】
季
節
ご
と
に
小
舟
を
一
艘
浮
か
べ
て
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
停
泊
し
よ
う
。
美
し
い
十
六
才
ほ
ど
の
秦
蛾
（
楽
器
の
演
奏
に
秀
で
た
女

性
を
謂
う
。
劉
向
『
列
仙
傳
』
に
見
え
る
春
秋
時
代
秦
の
穆
公
の
娘
で
夫
蕭
史
か
ら
簫
を
学
ん
だ
と
い
う
弄
玉
を
指
す
）
を
買
お
う
。【
碧
荷
筒
】

の
曲
を
演
奏
し
な
が
ら
香
し
い
糯
米
で
醸
成
し
た
酒
を
傾
け
よ
う
。
大
い
に
酒
を
飲
ん
で
ほ
し
い
ま
ま
に
う
た
を
唱
お
う
。
花
紋
の
大
皿
に
は
色

と
り
ど
り
の
雲
が
漂
い
、
う
す
ぎ
ぬ
の
ハ
ン
カ
チ
に
は
酒
の
滴
っ
た
痕
が
広
が
っ
て
い
る
。
色
と
り
ど
り
の
花
紋
の
錦
を
纏
っ
た
見
目
麗
し
き
女

子
が
座
に
満
ち
、
小
さ
な
壺
の
中
の
天
地
（
仙
境
を
謂
う
。『
後
漢
書
』「
方
術
列
傳
第
七
十
二
下
、
費
長
房
傳
」
に
見
え
る
費
長
房
が
老
翁
と
壺

の
中
に
入
り
豪
奢
な
殿
宇
で
饗
応
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
逸
話
に
拠
る
）、
風
月
の
景
観
美
し
い
ね
ぐ
ら
で
、
礼
儀
や
お
き
て
に
全
く
縛
ら
れ
る
こ

と
な
く
。
紫
檀
で
で
き
た
（
琵
琶
の
）
槽
（
弦
が
か
か
っ
て
い
る
部
分
）
で
一
曲
演
奏
し
、
笙
・
簫
（
笛
の
一
種
）
を
伴
奏
と
し
、
吹
い
て
弾
い

て
音
楽
の
調
和
し
た
響
き
を
楽
し
も
う
。
…
（
後
四
支
略
）

	
	

「
自
述
二
首
」（
第
二
首
は
『
雍
熙
樂
府
』
巻
十
七
「
雜
曲
」
に
も
収
録
、
篇
題
は
「
村
隱
」）

	

【
北
・
雙
調　

沈
醉
東
風
】
湘
簾
下
輕
清
簫
管
。
草
堂
中
小
可
杯
盤
。
對
燭
花
紅
春
酒
香
、
怕
禁
鼓
停
更
籌
換
。
與
知
音
坐
久
盤

桓
。
怪
舞
狂
歌
盡
此
歡
。
天
大
事
吾
儕
不
管
。

	

青
天
外
蟾
光
漸
低
。
緑
窗
前
梅
影
頻
移
。
長
存
酒
共
詩
、
問
甚
名
和
利
。
喜
圍
爐
談
咲
忘
機
。
三
尺
龍
泉
怕
去
提
。
似
這
等
人

兒
有
幾
。

�

（『
坐
隱
先
生
精
訂
梨
雲
寄
傲
』「
小
令
」
六
二
葉
Ｂ
／
一
五
六
頁
）

61

陳
鐸
の
散
曲
に
就
い
て
（
後
篇
）﻿



	

【
北
・
双
調　

沈
酔
東
風
】
湘
簾
（
湘
妃
竹
と
い
う
竹
の
一
種
で
作
ら
れ
た
簾
）
の
影
で
軽
や
か
で
清
ら
か
な
音
を
奏
で
る
管
楽
器
。
茅
屋
の

中
に
は
細
々
と
し
た
杯
と
酒
肴
。
燈
火
と
向
か
い
合
っ
て
花
が
赤
々
照
ら
さ
れ
る
春
の
宴
は
香
し
く
、
い
や
な
の
は
禁
鼓
（
夜
に
通
行
禁
止
を
知

ら
せ
る
鼓
）
に
足
を
止
め
ら
れ
て
時
間
が
過
ぎ
て
行
く
こ
と
。
私
を
よ
く
知
る
友
達
と
座
っ
て
ず
っ
と
遊
ぼ
う
。
お
も
し
ろ
く
舞
っ
て
ほ
し
い
ま

ま
に
唱
っ
て
こ
の
喜
び
を
味
わ
い
つ
く
そ
う
。
国
家
の
大
事
は
わ
れ
ら
に
は
関
わ
り
な
い
こ
と
さ
。

	

藍
色
の
空
に
月
が
段
々
と
低
く
な
っ
て
い
く
。
緑
色
の
木
々
の
葉
が
映
え
る
窓
の
前
に
は
梅
の
花
影
が
し
き
り
に
見
え
た
り
隠
れ
た
り
。
長
生

き
し
て
酒
と
詩
を
楽
し
も
う
、
名
声
や
利
益
を
求
め
て
何
の
意
味
が
あ
る
。
爐
を
囲
ん
で
談
笑
し
世
の
中
の
狡
猾
な
争
い
事
に
は
関
わ
る
ま
い
。

三
尺
の
龍
泉
剣
（
古
代
か
ら
伝
わ
る
名
剣
の
名
）
を
構
え
に
行
く
の
は
い
や
だ
。
こ
の
よ
う
な
人
間
も
い
く
ら
か
は
い
る
さ
。

こ
こ
に
表
れ
て
い
る
隠
逸
生
活
と
は
、
む
し
ろ
、
明
代
後
期
に
膨
大
に
現
れ
る
「
山
人
」
の
生
活
、
即
ち
都
市
近
郊
に
居
を
置
き
な
が

ら
、
官
界
の
人
物
や
友
人
と
も
そ
れ
な
り
に
交
誼
を
保
ち
つ
つ
、
宴
席
に
も
顔
を
出
し
、
著
述
や
藝
術
活
動
を
楽
し
む
と
い
う
形
に
近

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
陳
鐸
の
活
動
期
で
あ
る
成
化
・
弘
治
年
間
に
は
ち
ょ
う
ど
、
後
に
山
人
の
理
想
的
存
在
と
な
る
文
人
沈
周
が
、

高
い
教
養
と
名
望
を
有
し
な
が
ら
、
官
僚
と
し
て
出
仕
す
る
こ
と
を
拒
み
、
陳
鐸
の
い
る
南
京
に
ほ
ど
近
い
蘇
州
近
郊
に
居
し
て
藝
術

活
動
を
行
っ
て
い
た
。
沈
周
、
字
は
啓
南
、
号
は
石
田
、
若
い
頃
に
は
地
方
官
吏
に
推
薦
さ
れ
る
が
辞
退
し
て
隠
遁
を
決
意
し
、
水
竹

亭
館
に
居
し
て
図
書
と
酒
に
囲
ま
れ
、
日
々
四
方
の
名
士
と
往
来
し
た
。
詩
は
白
居
易
・
蘇
軾
・
陸
游
に
倣
い
、
書
は
黄
庭
堅
に
倣
っ

て
世
の
人
に
愛
好
さ
れ
、
画
は
明
代
第
一
と
称
さ
れ
た
（『
明
史
』
巻
二
九
八
「
列
傳
第
一
八
六
、
隠
逸
、
沈
周
傳
」）。
沈
周
の
生
年
は
宣
徳

二
年
（
一
四
二
七
）
で
、
陳
鐸
よ
り
十
六
～
二
十
一
歳
年
輩
で
あ
り
、
没
年
は
陳
鐸
の
死
の
二
年
後
、
正
徳
四
年
（
一
五
〇
九
）
で
あ
る
。

陳
鐸
が
ほ
ぼ
同
時
代
に
蘇
州
を
代
表
す
る
文
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
沈
周
を
意
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
明
・
周
暉
（
一

五
四
六
～
？
）
撰
『
金
陵
瑣
事
』
巻
二
「
畫
品
」
に
、
陳
鐸
が
沈
周
の
山
水
画
に
倣
っ
た
と
い
う
記
載
が
見
え
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら

れ
る
。

	

秋
碧
陳
大
聲
、
山
水
倣
沈
啓
南
。
余
藏
「
送
史
廷
臣
」
一
小
幀
、
自
題
絶
句
、
云
、「
情
深
此
日
難
爲
别
、
相
送
元
方
又
季
方
。

（
17
）

（
18
）
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萬
里
楚
江
孤
棹
逈
、
隱
吟
秋
色
到
維
揚
」。

	
陳
大
聲
（
号
秋
碧
）
は
、
山
水
画
を
沈
周
（
字
啓
南
）
に
ま
ね
た
。
私
が
所
蔵
し
て
い
る
「
史
廷
臣
を
送
る
」
と
い
う
一
つ
の
小
さ
な
画
幅
に

は
、
自
ら
絶
句
を
題
し
て
言
う
、「
情
深
く　

こ
の
日　

別
れ
を
な
し
難
し
、
元
方
を
相
ひ
送
り
て　

ま
た
季
方
。
万
里
の
楚
江　

孤
棹　

逈
（
は

る
か
）
な
り
、
隠
れ
て
吟
ず　

秋
色　

維
揚
（
揚
州
）
に
到
る
」
と
。

武
官
職
を
嗣
ぐ
と
い
う
人
生
の
コ
ー
ス
が
準
備
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
そ
の
上
を
歩
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
陳
鐸
で
あ
っ
た
が
、
詩
・

詞
・
曲
と
い
う
文
藝
、
音
楽
、
画
に
も
秀
で
て
い
た
彼
が
、
心
の
内
で
は
沈
周
が
送
る
よ
う
な
隠
逸
生
活
に
憧
れ
を
持
っ
て
い
た
で
あ

ろ
う
こ
と
は
、
理
解
に
難
く
な
い
も
の
で
あ
る
。

三　

陳
鐸
を
曲
文
学
の
制
作
に
向
か
わ
せ
た
時
代
的
背
景

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
国
家
の
安
全
を
守
る
こ
と
を
職
務
と
す
る
武
官
が
、
楽
器
の
演
奏
を
専
心
し
て
学
び
、
し
か
も
自
身
で
曲
辞
を

作
る
と
い
う
行
為
は
、
陳
鐸
が
活
躍
し
た
明
代
弘
治
・
成
化
年
間
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
元
代
の
曲
制
作
の
情
況
ま
で
遡
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
曲
は
、
楽
曲
に
歌
詞

を
あ
て
は
め
る
と
い
う
形
式
で
あ
る
点
に
お
い
て
、
唐
末
に
起
こ
っ
て
北
宋
期
に
流
行
し
た
詞
の
発
展
系
と
言
え
る
文
藝
で
あ
る
。
詞
・

曲
と
も
に
主
た
る
演
奏
者
・
演
唱
者
は
宮
中
の
妓
女
及
び
民
間
の
妓
楼
・
劇
団
の
妓
女
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
（
無
論
男
性
の
藝
人
も
い

た
で
あ
ろ
う
が
）、
歌
辞
の
作
り
手
は
彼
ら
藝
人
本
人
、
或
い
は
そ
の
周
辺
人
物
、
即
ち
顧
客
と
い
う
立
場
に
あ
る
知
識
人
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
無
論
、
詞
と
曲
に
は
い
く
つ
も
の
違
い
が
あ
る
。
作
者
・
作
風
に
つ
い
て
言
え
ば
、
詞
の
作
り
手
が
、
藝
人
を
除
け
ば
、

主
に
は
詩
作
者
と
同
一
の
高
級
知
識
人
で
あ
り
、
文
語
を
ベ
ー
ス
に
比
較
的
雅
や
か
な
内
容
を
持
つ
作
品
が
大
勢
を
占
め
る
の
に
対
し
、

曲
の
作
り
手
に
は
、
藝
人
・
政
府
高
官
に
加
え
、
低
級
役
人
、
さ
ら
に
文
武
官
僚
を
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
彼
ら
を
喜
ば
せ
る
た
め
に
曲
を
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制
作
し
た
文
人
ら
が
目
立
ち
、
言
語
面
・
内
容
面
に
お
い
て
は
、
詞
に
近
い
文
雅
な
趣
を
持
つ
作
品
と
、
口
語
を
多
用
し
た
甚
だ
卑
俗

な
内
容
を
持
つ
作
品
と
に
分
か
れ
る
。
故
に
、
元
代
に
お
い
て
は
、
曲
は
「
雅
」（
こ
こ
で
は
文
人
的
で
あ
る
こ
と
を
謂
う
）
で
も
あ
り
、

「
俗
」（
こ
こ
で
は
大
衆
的
、
さ
ら
に
喜
劇
性
、
娯
楽
性
、
享
楽
性
を
持
つ
こ
と
を
謂
う
）
で
も
あ
る
、
線
引
き
の
曖
昧
な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
藝
と

と
ら
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
来
曲
は
「
雅
俗
共
賞
」
の
文
藝
な
の
で
あ
る
。
但
し
、
雅
俗
両
面
を
持
つ
と
い
う
性
質

は
、「
俗
」
な
面
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
場
合
に
、
批
判
的
な
見
方
を
惹
き
起
こ
す
可
能
性
を
孕
ん
で
い
た
。

明
代
に
入
る
と
、
曲
は
民
間
に
お
い
て
継
続
し
て
制
作
・
享
受
さ
れ
る
と
と
も
に
、
宮
廷
音
楽
と
し
て
も
継
承
さ
れ
て
行
く
。
そ
の

中
心
地
は
、
明
朝
初
期
に
は
都
が
置
か
れ
た
南
京
で
あ
り
、
永
楽
十
九
年
（
一
四
二
一
）
の
北
京
へ
の
遷
都
以
降
に
は
、
北
京
宮
廷
の
藝

人
も
増
え
て
い
く
。
ま
た
、
周
憲
王
朱
有
燉
の
よ
う
に
、
藩
鎮
の
皇
親
で
曲
の
制
作
に
た
く
み
な
人
物
、
瞿
佑
・
湯
式
・
賈
仲
明
の
よ

う
に
、
役
人
と
し
て
は
下
級
或
い
は
布
衣
に
と
ど
ま
り
な
が
ら
、
皇
親
を
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
曲
を
制
作
し
、
身
を
立
て
る
文
人
も
い
た
。

但
し
、
明
初
に
は
国
内
外
で
の
戦
乱
が
続
い
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
文
化
面
で
の
発
展
に
お
い
て
は
全
般
的
に
や
や
遅
滞
が
生
じ
て

い
た
。
曲
に
つ
い
て
も
、
太
祖
朱
元
璋
は
、
武
官
・
軍
士
が
職
務
を
疎
か
に
す
る
こ
と
を
憂
い
、
武
官
と
そ
の
子
弟
が
詞
曲
の
歌
唱
を

学
ぶ
こ
と
を
禁
じ
る
勅
令
を
出
て
お
り
、
禁
に
背
い
た
た
め
に
舌
や
鼻
を
切
ら
れ
た
者
が
い
た
と
い
う
話
も
あ
る
。
こ
の
事
実
は
裏
を

返
せ
ば
、
放
っ
て
お
け
ば
武
官
と
そ
の
子
弟
は
詞
曲
（
お
そ
ら
く
は
詞
も
含
む
「
う
た
」）
の
歌
唱
に
耽
溺
し
が
ち
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
も
あ
る
。
武
官
に
財
力
が
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
つ
戦
争
に
行
っ
て
死
ぬ
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
情
況
に

置
か
れ
る
こ
と
が
、
彼
ら
に
刹
那
的
な
価
値
観
を
形
成
さ
せ
、
喜
劇
性
・
娯
楽
性
・
享
楽
性
を
持
つ
曲
に
向
か
わ
せ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
と
も
あ
れ
、
朱
元
璋
の
厳
粛
さ
を
追
求
す
る
姿
勢
の
下
、「
俗
」
を
持
ち
味
と
す
る
曲
文
学
は
、
あ
る
種
弾
圧
の
対
象
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
永
楽
初
に
も
、
民
間
に
お
い
て
、
帝
王
や
聖
賢
を
軽
ん
じ
る
詞
曲
や
皇
帝
が
登
場
す
る
雑
劇
が
禁
じ
ら
れ
た
と

伝
わ
る
。

宣
徳
年
間
（
一
四
二
六－

三
五
）
頃
に
は
、
明
初
の
戦
乱
は
落
ち
着
き
を
見
せ
る
。
雲
南
麓
川
の
断
続
的
な
叛
乱
や
、
正
統
十
四
年
（
一

（
19
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）
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四
四
九
）
に
時
の
皇
帝
英
宗
が
オ
イ
ラ
ー
ト
の
指
導
者
エ
セ
ン
の
捕
虜
と
な
る
一
大
事
件
、
所
謂
「
土
木
の
変
」
が
発
生
す
る
も
の
の
、

そ
れ
以
外
に
お
い
て
は
太
平
の
雰
囲
気
が
国
内
を
包
ん
で
い
た
。
曲
の
受
容
に
つ
い
て
も
、
賢
君
と
し
て
知
ら
れ
る
宣
宗
朱
瞻
基
は
自

身
も
曲
を
制
作
し
た
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
、
宣
徳
十
年
（
一
四
三
五
）
と
天
順
元
年
（
一
四
五
七
）
に
増
え
す
ぎ
た
宮
廷
の
楽
工
・
楽
婦

四
千
人
以
上
が
原
籍
に
戻
さ
れ
た
と
い
う
記
録
は
、
当
時
の
宮
廷
で
い
か
に
曲
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
か
を
う
か
が
わ
せ
る
と
と
も

に
、
こ
の
時
に
原
籍
に
戻
さ
れ
た
楽
婦
・
楽
工
が
、
民
間
で
曲
の
伝
道
者
と
な
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
こ
の
時
期
の
著
名
な
曲
作

家
と
し
て
は
、
永
楽
十
三
年
（
一
四
一
五
）
の
進
士
で
あ
る
晏
鐸
（
清
・
銭
謙
益
撰
『
列
朝
詩
集
』
で
は
「
宣
德
十
子
」
の
一
人
と
称
さ
れ
る
）、

景
泰
二
年
（
一
四
五
一
）
の
進
士
で
あ
る
王
越
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
十
四
～
十
九
歳
の
陳
鐸
が
南
京
済
川
衛
指
揮
使
を
世
襲
し

た
の
は
、
こ
の
時
期
、
天
順
五
年
（
一
四
六
一
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

成
化
年
間
（
一
四
六
五－

八
七
）
の
憲
宗
朱
見
深
は
、
末
年
に
道
士
を
寵
愛
し
て
混
乱
を
招
い
た
以
外
は
、
概
ね
賢
君
と
言
え
る
。
彼

は
文
藝
に
も
興
味
が
深
く
、「
詞
曲
・
小
説
」
を
好
ん
だ
と
い
う
記
録
も
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
南
方
都
市
の
経
済
的
発
展
に
伴
い
、
文

化
が
大
い
に
発
展
し
た
こ
と
の
影
響
も
見
逃
せ
な
い
。
江
蘇
省
の
蘇
州
は
、
元
末
に
朱
元
璋
と
抗
争
を
繰
り
広
げ
た
群
雄
の
一
人
張
士

誠
の
根
拠
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
明
初
に
は
各
種
方
面
の
弾
圧
を
受
け
た
が
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
経
済
発
展
め
ざ
ま
し
く
、
城
市

は
繁
華
を
極
め
、
戯
曲
・
歌
舞
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
陳
鐸
が
身
を
置
い
た
南
京
も
、
同
様
の
繁
栄
を
迎
え
て
い

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
弘
治
年
間
（
一
四
八
八－
一
五
〇
五
）、
明
中
興
の
祖
と
さ
れ
る
孝
宗
朱
祐
樘
に
よ
っ
て
、
明
朝
の
統
治

は
さ
ら
に
安
定
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

思
う
に
、
国
家
の
政
治
安
定
・
経
済
成
長
と
、
音
楽
を
含
む
藝
術
の
隆
盛
は
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

戦
乱
が
頻
発
す
れ
ば
、
国
民
は
労
働
力
の
面
で
も
物
資
の
面
で
も
疲
弊
し
、
苦
し
い
生
活
を
迫
ら
れ
、
命
は
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
。
そ

の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
後
に
藝
術
の
題
材
と
な
り
う
る
悲
劇
的
な
出
来
事
・
感
情
が
生
じ
は
す
る
だ
ろ
う
が
、
藝
術
そ
の
も
の
を
制

作
し
て
楽
し
む
よ
う
な
心
の
余
裕
は
な
か
な
か
持
て
な
い
も
の
で
あ
る
。
政
治
が
安
定
し
て
こ
そ
、
よ
う
や
く
そ
の
よ
う
な
余
裕
が
生

（
23
）

（
24
）

（
25
）

（
26
）
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ま
れ
る
。
さ
ら
に
経
済
が
発
展
し
、
国
民
が
各
自
の
自
由
な
生
き
方
を
求
め
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
の
パ
ワ
ー
は
絶
大
な
も
の
で
、
政

府
が
隅
々
に
ま
で
制
御
を
加
え
る
こ
と
は
難
し
く
な
る
。
そ
こ
で
初
め
て
め
ざ
ま
し
い
文
化
的
発
展
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
明
代
で

言
え
ば
、
成
化
・
弘
治
年
間
が
そ
の
萌
芽
的
時
期
に
あ
た
る
の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
文
化
隆
盛
を
背
景
と
し
て
、
武
官
の
中
に
も
再
び
、
陳
鐸
の
よ
う
に
堂
々
と
「
う
た
」
を
学
ぶ
人
間
が
再
び
出
て
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
前
節
で
取
り
上
げ
た
散
套
「
自
述
」
が
仮
定
の
通
り
陳
鐸
三
十
歳
頃
の
作
品
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ち
ょ
う
ど
成
化
年

間
頃
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
）。
陳
鐸
よ
り
少
し
遅
れ
て
生
ま
れ
た
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
人
間
の
中
に
は
、
曲
作
家
と
し
て
名
を
残
し
て
い

る
人
物
が
、
様
々
な
社
会
階
層
に
い
る
。
陳
鐸
と
も
交
遊
の
あ
っ
た
布
衣
の
士
、
徐
霖
（
一
四
四
九
～
一
五
二
五
）
は
、
南
京
で
文
藝
に

勤
し
み
、
散
曲
作
家
と
し
て
も
名
を
挙
げ
た
。
蘇
州
で
は
、
前
出
沈
周
の
弟
子
に
あ
た
る
祝
允
明
（
一
四
六
一
～
一
五
二
七
）・
唐
寅
（
一

四
七
〇
～
一
五
二
三
）・
文
徴
明
（
一
四
七
〇
～
一
五
五
九
）
ら
が
、
出
仕
せ
ず
に
文
藝
を
事
と
し
、
散
曲
の
制
作
も
行
っ
た
。
ま
た
、
中
央

官
僚
と
し
て
出
世
し
た
高
官
の
中
に
も
、
楊
循
吉
（
一
四
五
八
～
一
五
四
六
、
成
化
二
十
年
〔
一
四
八
四
〕
の
進
士
）
や
楊
廷
和
（
一
四
五
九

～
一
五
二
九
、
成
化
十
四
年
〔
一
四
七
八
〕
の
進
士
）
ら
、
散
曲
制
作
を
行
っ
た
人
物
が
い
る
。
文
化
の
隆
盛
期
を
迎
え
る
中
で
、
本
来
的

に
「
雅
」
で
も
あ
り
「
俗
」
で
も
あ
る
曲
と
い
う
文
藝
に
、
陳
鐸
を
含
め
た
彼
ら
が
そ
れ
ほ
ど
の
抵
抗
を
持
た
ず
身
を
投
じ
た
の
は
、

あ
る
意
味
自
然
な
成
り
行
き
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

但
し
、
当
時
に
お
い
て
も
、
や
は
り
曲
の
「
俗
」
な
面
に
否
定
的
な
見
方
を
す
る
者
も
存
在
し
た
こ
と
は
附
言
し
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
高
位
の
武
官
職
に
あ
っ
た
陳
鐸
が
曲
文
学
に
精
通
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
批
判
的
態
度
を
と
る
武
官
も
い
た
。
明
・
周
暉
撰
『
金

陵
瑣
事
』
巻
三
「
牙
板
隨
身
」
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
載
が
見
え
る
。

	

指
揮
陳
鐸
、
以
詞
曲
馳
名
。
偶
因
衞
事
謁
魏
國
公
於
本
府
。
徐
公
問
、「
可
是
能
詞
曲
之
陳
鐸
乎
。」
鐸
應
之
曰
、「
是
。」
又
問
、

「
能
唱
乎
。」
鐸
遂
袖
中
取
岀
牙
板
、
高
歌
一
曲
。
徐
公
揮
之
去
。
乃
曰
、「
陳
鐸
是
金
帶
指
揮
、
不
與
朝
廷
做
事
、
牙
板
隨
身
、
何

其
卑
也
。」
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指
揮
陳
鐸
は
、
詞
曲
に
よ
っ
て
名
を
馳
せ
た
。
た
ま
た
ま
衛
の
仕
事
で
本
府
に
て
魏
国
公
に
謁
見
し
た
。
徐
公
が
尋
ね
た
、「
も
し
や
詞
曲
を

よ
く
す
る
と
い
う
陳
鐸
か
」
と
。
鐸
は
答
え
て
言
っ
た
、「
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
。
ま
た
尋
ね
る
こ
と
に
は
、「
唱
う
こ
と
が
で
き
る
か
」
と
。

鐸
は
か
く
て
袖
の
中
か
ら
牙
板
（
拍
子
木
）
を
取
り
出
し
、
高
ら
か
に
一
曲
唱
っ
た
。
徐
公
は
彼
を
追
っ
払
っ
て
帰
し
た
。
そ
し
て
言
う
こ
と
に

は
、「
陳
鐸
は
金
帯
（
役
人
の
証
し
で
あ
る
腰
帯
）
の
指
揮
で
あ
る
の
に
、
朝
廷
の
た
め
に
働
く
こ
と
な
く
、
牙
板
を
肌
身
離
さ
ぬ
と
は
、
な
ん

と
卑
し
い
こ
と
か
」
と
。

文
中
に
登
場
す
る
「
魏
國
公
」・「
徐
公
」
と
は
、
明
朝
開
国
の
功
臣
（
功
臣
第
一
）
徐
達
の
子
孫
で
、
六
代
目
魏
国
公
の
徐
俌
（
一
四
五

〇
～
一
五
一
七
、
字
公
輔
、
安
徽
鳳
陽
の
人
）
を
指
す
。
徐
俌
は
成
化
十
五
年
（
一
四
七
九
）
に
掌
南
京
左
軍
都
督
府
事
、
弘
治
九
年
（
一
四

九
六
）
に
南
京
守
備
な
ら
び
に
掌
南
京
中
軍
都
督
府
に
任
じ
ら
れ
た
人
物
で
、
正
徳
十
二
年
（
一
五
一
七
）
に
六
十
八
歳
で
病
逝
す
る
ま

で
南
京
に
居
し
た
。
清
廉
で
慎
み
深
い
人
物
と
し
て
聞
こ
え
た
人
物
で
あ
る
（『
武
宗
實
録
』
巻
一
五
一
〔
正
徳
十
二
年
七
月
〕
丙
戌
の
條
）。

『
金
陵
瑣
事
』
の
刊
刻
は
万
暦
三
十
八
年
（
一
六
一
〇
）
で
、
著
者
の
周
暉
（
一
五
四
六
～
？
）
は
陳
鐸
よ
り
か
な
り
後
の
人
で
あ
る
か
ら
、

内
容
の
真
偽
性
に
は
考
慮
が
必
要
で
あ
る
が
、
南
京
済
州
衛
指
揮
使
（
南
京
中
軍
右
都
督
）
の
職
に
あ
っ
た
陳
鐸
は
、
確
か
に
徐
俌
と

同
僚
の
関
係
に
あ
り
、
陳
鐸
の
散
曲
に
徐
俌
の
誕
生
日
の
祝
い
を
寿
ぐ
「
壽
徐
魏
公
」【
北
・
南
呂　

一
枝
花
】「
潭
潭
宰
相
居
」（『
坐

隱
先
生
可
雪
齋
稿
』「
套
数
」
四
葉
Ａ
／
二
五
五
頁
）
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
人
が
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
と
み
て
よ
か

ろ
う
。
陳
鐸
は
徐
俌
に
請
わ
れ
て
曲
を
唱
っ
た
の
だ
が
、
武
官
が
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
通
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
軽
蔑
さ
れ
て
し
ま
っ

た
の
だ
と
い
う
。
武
官
は
武
事
に
専
念
す
る
も
の
と
い
う
考
え
を
持
ち
、
武
職
に
誇
り
を
持
つ
人
間
か
ら
見
れ
ば
、
陳
鐸
の
姿
は
い
か

に
も
軽
薄
か
つ
軟
弱
に
映
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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四　

陳
鐸
以
降
の
曲
の
受
容

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
明
朝
初
期
の
戦
乱
期
を
除
い
て
は
、
元
代
と
同
様
に
様
々
な
社
会
階
層
に
属
す

る
人
間
が
、
曲
の
制
作
を
行
っ
て
い
た
。
曲
が
本
来
的
に
有
し
て
い
る
雅
俗
両
面
の
性
質
に
鑑
み
れ
ば
、
あ
る
意
味
当
然
の
こ
と
で
あ
っ

た
と
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
後
世
に
伝
わ
っ
て
い
る
曲
の
作
品
数
、
特
に
散
曲
の
作
品
数
は
「
膨
大
」
と
言
え
る
ほ
ど
で
は
な
く
、

詩
文
の
そ
れ
と
は
比
べ
る
べ
く
も
な
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
曲
が
卑
俗
な
白
話
語
彙
を
多
用
す
る
こ
と
、
な
か
ん
ず
く
散
曲
は
時
と
と

も
に
忘
れ
ら
れ
て
い
く
流
行
り
歌
と
い
う
性
質
を
有
し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
詩
文
が
士
大
夫
出
世
の
過
程
で
政
治
的
理
想
・
抱
負

を
表
明
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
曲
は
そ
こ
か
ら
逸
脱
し
た
世
界
を
表
現
す
る
も
の
と
い
う
観
念
が
あ
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い

よ
う
。
曲
は
長
ら
く
、
詩
文
の
よ
う
な
「
古
典
」
と
は
な
り
得
な
い
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

曲
が
詩
文
と
同
等
の
「
文
学
」
と
認
識
さ
れ
る
の
は
、
正
徳
年
間
に
李
夢
陽
（
一
四
七
二
～
一
五
二
九
）
を
筆
頭
と
す
る
古
文
辞
派
に

よ
る
文
学
意
識
の
革
命

―
俗
な
る
も
の
に
「
情
（
真
心
）」
の
発
露
を
認
め
る
風
潮

―
が
起
こ
っ
て
以
降
の
こ
と
と
す
る
の
が
、
一

般
的
な
明
代
文
学
史
観
で
あ
ろ
う
。

古
文
辞
を
唱
道
し
た
前
七
子
の
筆
頭
で
あ
る
李
夢
陽
は
、
古
代
に
は
詩
は
音
楽
に
合
わ
せ
て
歌
わ
れ
て
い
た
と
い
う
認
識
を
持
っ
て

い
た
。
そ
し
て
、
初
め
は
俗
な
も
の
と
考
え
て
い
た
当
時
の
「
民
間
樂
」（
民
間
の
流
行
音
楽
）
即
ち
「
金
元
之
樂
」（
北
曲
）
に
こ
そ
、
人

間
の
真
情
が
詠
ま
れ
て
い
る
と
い
う
意
識
に
至
り
、
そ
れ
が
古
代
の
「
詩
」
を
受
け
継
ぐ
文
学
で
あ
る
と
い
う
思
想
を
得
た
と
言
う
（『
空

同
先
生
集
』
巻
五
〇
「
詩
集
自
序
」）。
こ
れ
は
い
つ
頃
の
事
で
あ
る
の
か
。
以
下
に
挙
げ
る
明
・
沈
徳
符
撰
『
萬
曆
野
獲
編
』
巻
二
五
「
詞

曲
、
時
尚
小
令
」（
当
時
流
行
し
た
小
令
）
の
記
載
に
拠
れ
ば
、
ち
ょ
う
ど
陳
鐸
が
活
躍
し
た
成
化
・
弘
治
年
間
頃
の
事
の
よ
う
で
あ
る
。

	

元
人
小
令
、
行
於
燕
・
趙
、
侵
淫
日
盛
。
自
宣
・
正
至
成
・
弘
後
、
中
原
又
行
【
瑣
南
枝
】・【
傍
粧
臺
】・【
山
坡
羊
】
之
屬
、

李
崆
峒
先
生
初
自
慶
陽
徙
居
汴
梁
、
聞
之
、
以
爲
可
繼
國
風
之
後
。
…
（
後
略
）

（
27
）

（
28
）

（
29
）
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元
人
の
小
令
は
、
燕
趙
の
地
（
金
元
期
に
戯
曲
流
行
の
中
心
地
で
あ
っ
た
山
西
）
で
流
行
し
、
後
に
日
に
日
に
盛
ん
に
発
展
し
た
。
宣
徳
・
正

統
年
間
か
ら
成
化
・
弘
治
年
間
ま
で
に
は
、
中
原
で
も
【
瑣
南
枝
】・【
傍
粧
台
】・【
山
坡
羊
】
の
類
が
流
行
し
た
。
李
崆
峒
先
生
（
李
夢
陽
）
は

は
じ
め
慶
陽
か
ら
汴
梁
に
居
を
移
っ
た
時
、
こ
れ
を
聴
い
て
、『
詩
經
』「
國
風
」
の
後
を
継
ぐ
も
の
で
あ
る
と
み
な
し
た
。
…
（
後
略
）

慶
陽
府
安
化
県
（
現
甘
粛
省
慶
陽
市
慶
城
県
）
で
生
ま
れ
た
李
夢
陽
は
、
成
化
十
一
年
（
一
四
七
五
）
四
歳
の
時
、
父
李
正
が
阜
平
県
（
現

河
北
省
保
定
市
阜
平
県
）
の
県
学
訓
導
を
授
か
る
に
随
っ
て
故
郷
を
離
れ
、
成
化
十
七
年
（
一
四
八
一
）
十
歳
の
時
、
父
が
河
南
封
丘
の
温

和
王
府
教
授
を
授
か
る
に
随
っ
て
大
梁
（
現
河
南
省
開
封
市
）
へ
や
っ
て
来
た
。
そ
の
後
弘
治
二
年
（
一
四
八
九
）
十
八
歳
で
河
南
郷
試
に

落
榜
す
る
ま
で
の
少
な
く
と
も
八
、
九
年
間
は
開
封
に
い
た
こ
と
が
確
か
で
あ
る
（
そ
の
後
は
故
郷
慶
陽
に
戻
り
科
挙
に
臨
む
）。
つ
ま
り

沈
徳
符
が
謂
う
所
の
、
李
夢
陽
が
中
原
で
流
行
し
て
い
た
小
令
を
聴
い
て
『
詩
經
』「
國
風
」
の
後
を
継
ぐ
も
の
だ
と
意
識
し
た
「
初
自

慶
陽
徙
居
汴
梁
」（
は
じ
め
慶
陽
か
ら
汴
梁
に
居
を
移
っ
た
時
）
と
は
、
成
化
十
七
年
（
一
四
八
一
）
～
弘
治
二
年
（
一
四
八
九
）
頃
の
こ
と
を

言
う
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
頃
の
陳
鐸
は
と
言
う
と
、
成
化
十
七
年
に
は
三
十
四
～
三
十
九
歳
、
弘
治
二
年
に
は
四
十
二
～
四
十
七
歳
と
い
う
壮
年
期
に
入
っ

て
お
り
、
す
で
に
散
曲
の
名
手
と
し
て
名
が
知
ら
れ
て
い
た
も
の
と
疑
わ
れ
る
。
ま
た
、
陳
鐸
の
散
曲
に
は
、
開
封
で
李
夢
陽
が
聴
い

た
と
い
う
【
傍
粧
台
】・【
山
坡
羊
】
の
曲
牌
を
用
い
た
も
の
が
あ
る
。
陳
鐸
の
散
曲
が
南
京
か
ら
開
封
あ
た
り
に
伝
わ
り
、
若
か
り
し

李
夢
陽
の
耳
に
入
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
得
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

無
論
、
李
夢
陽
の
「
詩
集
自
序
」
を
読
む
限
り
、
意
識
改
革
の
発
端
と
な
っ
た
と
い
う
「
民
間
音
」
即
ち
「
金
元
之
樂
」
と
は
、「
途

巷
蠢
蠢
之
夫
」（
市
井
の
下
々
の
者
）
が
「
謳
也
、
咢
也
、
呻
也
、
吟
也
、
行
呫
而
坐
歌
、
食
咄
而
寤
嗟
」（
謳
い
、
う
な
り
、
呻
き
、
吟

じ
、
歩
い
て
は
口
ず
さ
み
座
っ
て
は
歌
い
、
食
べ
て
は
叱
り
寝
て
は
嘆
き
す
る
）
も
の
で
あ
り
、『
詩
經
』「
國
風
」
の
よ
う
な
素
朴
な
う
た
、
或

い
は
、
現
代
で
い
う
所
の
ブ
ル
ー
ス
の
ル
ー
ツ
と
な
っ
た
労
働
歌
の
よ
う
な
、
民
衆
が
自
身
の
辛
い
生
活
を
励
ま
す
た
め
に
歌
っ
て
い

た
「
う
た
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
は
申
し
添
え
て
お
こ
う
。

（
30
）
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さ
て
、
李
夢
陽
は
弘
治
七
年
（
一
四
九
四
）
に
進
士
に
及
第
し
、
戸
部
主
事
を
授
か
っ
て
京
師
北
京
に
身
を
置
く
。
弘
治
九
年
（
一
四

九
六
）、
古
文
辞
派
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
王
九
思
が
進
士
に
及
第
し
、
庶
吉
士
、
翰
林
院
検
討
を
授
か
る
。
続
い
て
何
景
明
（
弘
治
十

五
年
〔
一
五
〇
二
〕
の
進
士
）・
康
海
（
同
上
）
ら
が
北
京
へ
や
っ
て
来
て
、
共
に
文
学
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
、
文
学
復
古
を
唱
道
し

た
。
と
り
わ
け
王
九
思
・
康
海
は
、
正
徳
五
年
（
一
五
一
〇
）
に
失
脚
し
た
宦
官
劉
瑾
の
連
累
を
避
け
て
官
途
を
捨
て
、
故
郷
陝
西
で
詞

曲
の
制
作
に
没
頭
す
る
こ
と
に
な
る
。

か
く
て
李
夢
陽
ら
古
文
辞
派
前
七
子
が
築
い
た
思
想
的
潮
流
を
受
け
て
、
文
壇
に
お
い
て
民
間
の
流
行
音
楽
で
あ
っ
た
曲
へ
の
意
識

が
高
ま
り
を
見
せ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
李
夢
陽
よ
り
も
三
十
歳
ほ
ど
年
長
に
あ
る
陳
鐸
の
時
代
に
、
少
な
く
と
も
南
京

で
は
陳
鐸
を
は
じ
め
と
す
る
曲
作
家
が
す
で
に
大
量
の
曲
を
制
作
し
、
そ
れ
を
世
間
に
表
明
し
て
憚
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
李
舜
華

氏
も
こ
の
点
に
着
目
し
、
復
古
派
（
古
文
辞
派
）
が
正
徳
期
に
李
夢
陽
を
中
心
に
北
方
か
ら
起
こ
っ
た
と
す
る
一
般
的
な
説
に
対
し
、
そ

れ
以
前
に
南
京
を
中
心
に
同
様
の
思
想
が
起
こ
っ
て
お
り
、
陳
鐸
が
そ
の
思
想
を
牽
引
し
た
一
人
で
あ
る
と
す
る
説
を
提
唱
す
る
。
両

者
に
影
響
関
係
が
あ
っ
た
の
か
、
或
い
は
両
者
は
自
然
発
生
的
に
生
じ
た
別
々
の
事
象
で
あ
る
の
か
、
こ
の
点
に
は
さ
ら
な
る
検
証
が

求
め
ら
れ
よ
う
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
文
学
的
潮
流
の
う
ね
り
の
中
で
、
曲
辞
を
読
み
且
つ
実
際
に
演
唱
す
る
こ
と
へ
の
需
要
が
増
し
た

こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
『
盛
世
新
聲
』（
正
徳
十
二
年
〔
一
五
一
七
〕
序
）・『
詞
林
摘
艶
』（
嘉
靖
五
年
〔
一
五
二
六
〕

序
）・『
雍
熙
樂
府
』（
嘉
靖
十
年
〔
一
五
三
一
〕
序
）
と
い
っ
た
曲
集
の
編
纂
・
刊
行
へ
と
繋
が
る
の
だ
ろ
う
。

総
括
、
今
後
の
課
題

こ
こ
ま
で
、
陳
鐸
の
散
曲
と
周
辺
史
料
を
通
じ
て
、
彼
の
生
活
や
思
想
を
探
っ
て
き
た
。
ま
ず
、
陳
鐸
が
公
侯
家
と
姻
戚
関
係
の
あ

（
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る
武
官
の
家
に
生
ま
れ
、
し
か
も
お
そ
ら
く
は
嫡
長
子
で
武
職
を
嗣
ぐ
べ
き
身
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
彼
の
人
生
と
文
学
活
動
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
陳
鐸
の
詩
・
詞
・
曲
を
作
れ
る
ほ
ど
の
文
筆
能
力
は
、
公
侯
家
の
慣
習
に
倣
っ
て
、
幼
少
期
か
ら

学
堂
に
入
り
、
或
い
は
家
庭
教
師
に
従
っ
て
読
書
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
十
代
で
父

の
武
職
を
嗣
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
情
況
が
発
生
し
、
学
問
の
道
は
あ
き
ら
め
た
よ
う
で
あ
る
。
か
く
て
南
京
済
州
衛
指
揮
使

と
い
う
高
位
の
武
官
職
を
嗣
い
だ
陳
鐸
で
あ
る
が
、
国
家
の
大
事
に
関
わ
る
こ
と
や
、
武
官
と
し
て
大
き
な
戦
功
を
立
て
て
出
世
す
る

こ
と
、
権
謀
術
数
を
弄
し
て
出
世
す
る
こ
と
な
ど
に
は
大
き
な
興
味
は
持
て
ず
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
を
厭
わ
し
く
感
じ
る
超
俗
的
な
気
質

を
持
っ
て
い
た
も
の
と
う
か
が
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
高
位
の
武
官
で
あ
る
が
故
に
、
若
い
頃
か
ら
妓
楼
や
高
官
の
宴
席
に
出
入
り
す
る

機
会
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
こ
に
侍
る
妓
女
の
藝
能
に
触
れ
、
自
身
も
曲
文
学
の
制
作
に
身
を
投
じ
る
よ
う
に
な
り
、
琵
琶
・

箏
の
演
奏
技
術
も
、
そ
う
い
っ
た
妓
楼
や
宴
席
の
間
で
見
知
っ
た
妓
女
か
ら
学
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

明
代
曲
文
学
の
制
作
者
と
言
え
ば
、
従
来
の
研
究
で
は
、
明
初
の
皇
族
周
憲
王
朱
有
燉
や
、
中
期
の
王
九
思
・
康
海
・
李
開
先
ら
進

士
出
身
の
士
大
夫
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
中
間
期
に
あ
た
る
成
化
・
弘
治
年
間
に
、
武
官
陳
鐸
も
、
曲

作
家
と
し
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

ま
た
、
本
来
雅
俗
共
賞
の
文
藝
で
あ
っ
た
曲
は
、
明
初
に
文
化
的
弾
圧
を
受
け
て
や
や
勢
い
が
低
迷
す
る
も
の
の
、
明
代
中
期
の
太

平
の
世
の
到
来
に
伴
っ
て
復
興
の
兆
し
を
見
せ
始
め
る
。
そ
の
復
興
の
担
い
手
の
一
人
が
陳
鐸
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
を

提
言
し
た
。
一
方
で
、
陳
鐸
に
遅
れ
て
生
ま
れ
た
李
夢
陽
が
、
曲
に
こ
そ
真
情
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
、
同
じ
く
古
文
辞
派

前
七
子
に
属
す
る
康
海
・
王
九
思
が
曲
の
制
作
に
身
を
投
じ
、
さ
ら
に
は
楊
慎
・
李
開
先
ら
曲
制
作
に
関
与
す
る
士
大
夫
が
登
場
す
る

こ
と
も
相
俟
っ
て
、
高
級
知
識
人
の
間
で
も
曲
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
を
見
せ
る
。
そ
し
て
、
陳
鐸
の
遠
い
親
戚
に
あ
た
り
、
武
官

で
あ
っ
た
武
定
侯
郭
勛
が
、
或
い
は
陳
鐸
の
影
響
を
受
け
て
か
、
或
い
は
李
夢
陽
ら
の
思
想
の
影
響
を
受
け
て
か
、
嘉
靖
十
年
（
一
五

三
一
）
に
曲
集
『
雍
熙
樂
府
』
を
編
纂
・
刊
行
す
る
。
こ
の
よ
う
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
受
け
て
、
嘉
靖
後
期
か
ら
明
代
後
期
の
知
識
人
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が
曲
の
制
作
・
受
容
に
表
立
っ
て
積
極
的
に
関
わ
る
よ
う
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

末
筆
の
部
分
に
は
さ
ら
な
る
検
証
が
必
要
で
あ
る
が
、
以
上
を
も
っ
て
、
明
代
曲
学
史
に
対
す
る
新
た
な
提
言
と
し
た
い
。

注

（
1
）	

拙
論
「
陳
鐸
の
散
曲
に
就
い
て
（
前
篇
）」（『
中
国
文
学
論
集
』
第
五
十
二
号
、
七
一
～
九
〇
頁
、
九
州
大
学
中
国
文
学
会
、
二
〇
二
三
年

十
二
月
）。

（
2
）	

注
（
1
）
前
掲
の
拙
論
、
七
六
～
七
七
頁
参
照
。

（
3
）	

注
（
1
）
前
掲
の
拙
論
、
八
四
～
八
五
頁
参
照
。

（
4
）	

明
人
の
文
学
作
品
に
見
え
る
妓
女
へ
の
態
度
に
着
目
し
た
研
究
と
し
て
は
、
明
末
の
文
人
馮
夢
龍
に
つ
い
て
論
じ
た
大
木
康
『
馮
夢
龍
と

明
末
俗
文
學
』（
汲
古
書
院
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
報
告
、
二
〇
一
八
年
）「
第
二
部　

第
十
章　

馮
夢
龍
と
妓
女
」（
初
出
は
『
広
島

大
学
文
学
部
紀
要
』
第
四
十
八
巻
、
一
九
八
九
年
一
月
）
が
あ
る
。
同
『
中
国
遊
里
空
間

―
明
清
秦
淮
妓
女
の
世
界
』（
二
〇
〇
一
年
、
青

土
社
）、
同
『
蘇
州
花
街
散
歩　

山
塘
街
の
物
語
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
年
）
も
参
照
の
こ
と
。

（
5
）	

本
論
で
は
曲
篇
の
表
記
方
法
を
以
下
の
よ
う
に
統
一
す
る
。「
篇
題
」【
宮
調　

引
子
（
第
一
支
〔
首
〕）
の
曲
牌
】「
第
一
句
の
曲
辞
」。
ま

た
陳
鐸
の
散
曲
を
引
用
す
る
際
は
、
基
本
的
に
明
万
暦
三
十
九
年
（
一
六
一
一
）
汪
氏
環
翠
堂
刊
本
『
坐
隱
先
生
精
訂
陳
大
聲
樂
府
全
集
』

（
中
国
国
家
図
書
館
蔵
）
を
底
本
と
し
、
書
名
・
葉
数
・
影
印
本
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
七
年
）
の
頁
数
を
示
す
。
曲
辞
の
句
読
点
は
曲
譜
に

依
拠
し
て
筆
者
が
附
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
可
能
な
限
り
原
本
の
字
体
に
即
し
て
表
記
す
る
。

（
6
）	

小
松
謙
『
中
国
白
話
文
学
研
究

―
演
劇
と
小
説
の
関
わ
り
か
ら

―
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
六
年
）「
第
一
部　

第
二
章
「
元
曲
」
考

（
一
）―
散
曲
に
つ
い
て

―
」（
初
出
は
「
元
代
散
曲
考
」〔『
和
漢
語
文
研
究
』
第
十
二
号
、
京
都
府
立
大
学
国
中
文
学
会
、
二
〇
一
四
年

十
一
月
〕）
七
〇
～
七
一
頁
参
照
。
隋
樹
森
編
『
全
元
散
曲
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
四
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
元
代
作
家
に
よ
る
三
千
数

百
首
の
散
曲
は
、「
原
則
的
に
詞
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
扱
わ
れ
る
題
材
も
、
作
品
数
を
基
準
に
見
れ
ば
、
第
一
に
閨
怨
、
つ

ま
り
恋
し
い
男
を
待
ち
続
け
る
女
性
（
多
く
は
妓
女
）
の
悲
し
み
で
あ
り
、
第
二
に
退
隠
、
つ
ま
り
世
俗
的
成
功
を
否
定
し
て
、
逸
民
生
活

を
す
る
こ
と
を
う
た
う
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
元
代
散
曲
の
三
分
の
二
程
度
は
こ
の
二
つ
の
テ
ー
マ
の
い
ず
れ
か
に
含
ま
れ
る
と
い
っ

て
よ
い
」。
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（
7
）	

金
・
董
解
元
撰
『
古
本
董
解
元
西
廂
記
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
影
印
版
、
一
九
八
四
年
）
に
拠
る
。
一
九
八
～
一
九
九
頁
。
日
本
語
訳
は

赤
松
紀
彦
・
井
上
泰
山
・
金
文
京
・
小
松
謙
・
高
橋
繁
樹
・
高
橋
文
治
共
著
『『
董
解
元
西
廂
記
諸
宮
調
』
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
八

年
）
を
参
考
と
し
た
。

（
8
）	
『
庚
巳
編
・
客
座
贅
語
』（
中
華
書
局
、
元
明
史
料
筆
記
叢
刊
、
一
九
八
七
年
）
に
拠
る
。
九
七
～
九
八
頁
。

（
9
）	

こ
の
逸
話
は
、
馮
夢
龍
撰
『
古
今
譚
槪
』
巻
二
七
「
文
戲
」、
許
自
昌
撰
『
樗
齋
漫
録
』
巻
一
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
10
）	

明
・
王
同
軌
撰
『
耳
談
類
增
』
は
『
續
修
四
庫
全
書
』「
子
部
」
第
一
二
六
八
冊
所
収
の
中
国
科
学
院
図
書
館
蔵
万
暦
三
十
一
年
唐
晟
唐
㫤

刊
本
に
拠
る
。「
金
陵
陳
大
聲
、
嘲
北
地
巷
曲
中
人
。
半
亦
近
誣
、
不
𥁞
然
也
。
曰
、
門
前
一
陳
騾
車
過
灰
揚
。
那
裏
有
踏
花
歸
去
馬
蹄
香
。

綿
襖
綿
裙
綿
袴
子
膀
脹
。
那
裏
有
佳
人
夜
試
薄
羅
裳
。
生
䓤
生
蒜
生
韮
菜
腌
臟
。
那
裏
有
夜
深
私
語
口
脂
香
。
開
口
便
唱
冤
家
的
歪
腔
。
那

裏
有
春
風
一
曲
杜
韋
娘
。
開
筵
空
喫
燒
刀
子
難
當
。
那
裏
有
蘭
陵
美
酒
欝
金
香
。
頭
上
鬏
䯻
髙
尺
二
蠻
娘
。
那
裏
有
髙
䯻
雲
鬟
宮
様
粧
。
行

雲
行
雨
在
何
方
土
坑
。
那
裏
有
鴛
鴦
夜
宿
銷
金
帳
。
五
錢
一
兩
等
頭
昻
便
忘
。
那
裏
有
嫁
得
劉
郎
勝
阮
郎
」。

（
11
）	

注
（
6
）
に
同
じ
。

（
12
）	

注
（
6
）
前
掲
の
小
松
謙
氏
著
書
、
七
八
～
七
九
頁
に
指
摘
が
あ
る
。「
本
来
詞
や
曲
（
お
そ
ら
く
は
詩
も
）
は
、
そ
の
出
発
点
に
お
い
て

は
、
音
楽
に
乗
せ
て
様
々
な
人
に
唱
わ
れ
る
「
う
た
」
で
あ
っ
た
。
…
（
中
略
）
…
「
う
た
」
と
は
特
定
の
個
人
を
主
役
に
す
る
の
で
は
な

く
、
ご
く
曖
昧
に
一
般
化
さ
れ
た
感
情
を
う
た
う
も
の
で
あ
り
、
…
（
中
略
）
…
さ
れ
ば
こ
そ
、
多
く
の
人
々
が
自
ら
に
引
き
つ
け
て
共
感

し
う
る
の
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
…
こ
う
し
た
散
曲
に
は
、
通
常
は
作
者
の
個
人
的
心
情
が
詠
み
込
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
」。

（
13
）	

陳
鐸
に
も
、
文
官
か
ら
文
盲
と
み
な
さ
れ
て
蔑
ろ
に
さ
れ
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
。
明
末
清
初
・
張
怡
撰
／
王
文
濤
輯
『
玉
光
劍
氣
集
』

（『
四
庫
禁
毀
書
叢
刊
』「
子
部
」
第
三
〇
冊
所
収
清
鈔
本
）「
第
二
十
四
、
俳
諧
」。

	
	

	
�	

陳
秋
碧
善
音
律
。
一
主
政
與
同
席
、
意
輕
之
、
乃
作
令
云
、「
單
日
爲
日
、
兩
日
爲
昌
、
傍
加
口
字
、
是
好
唱
也
。」
秋
碧
應
聲
曰
、

「
單
火
爲
火
、
兩
火
爲
炎
、
傍
加
水
字
、
是
好
淡
也
。」

	
	

	
�	

陳
鐸
（
号
秋
碧
）
は
音
律
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
。
あ
る
主
政
（
六
部
主
事
）
が
陳
鐸
と
同
席
し
た
と
き
、
彼
に
は
陳
鐸
を
軽
ん
ず

る
心
が
あ
り
、
酒
令
を
作
っ
て
言
っ
た
、「
一
つ
の
日
は
日
で
あ
り
、
二
つ
の
日
は
昌
で
あ
り
、
横
に
口
の
字
を
加
え
る
と
、
こ
れ
は

ち
ょ
う
ど
唱
に
な
る
」
と
。
秋
碧
は
答
え
て
言
っ
た
、「
一
つ
の
火
は
火
で
あ
り
、
二
つ
の
火
で
炎
と
な
り
、
横
に
水
の
字
を
加
え
る

と
、
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
淡
に
な
る
」
と
。

（
14
）	

進
士
登
第
後
に
武
職
を
嗣
い
だ
者
の
例
と
し
て
は
、
成
化
十
七
年
（
一
四
八
一
）
の
進
士
、
梅
純
が
い
る
。
明
・
顧
起
元
撰
『
客
座
贅
語
』
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巻
六
「
舉
進
士
復
襲
指
揮
」、「
梅
損
齋
名
純
、
字
一
之
、
駙
馬
殷
之
曾
孫
也
。
舉
成
化
辛
丑
進
士
、
官
定
遠
知
縣
。
方
於
事
上
、
罷
歸
、
復

襲
其
祖
職
爲
孝
陵
衞
指
揮
、
官
至
中
都
副
留
守
。
…
（
後
略
）」。
武
職
を
嗣
ぐ
前
に
諸
生
だ
っ
た
者
の
例
と
し
て
は
、
正
徳
期
の
武
官
、
安

国
が
い
る
。『
明
史
』
巻
一
七
四
「
列
傳
六
十
二
、
安
國
」、「
字
良
臣
、
綏
德
衞
人
。
初
爲
諸
生
、
通
『
春
秋
』・
子
史
、
知
名
里
中
。
後
襲

世
職
、
爲
指
揮
僉
事
。
正
德
三
年
中
武
會
舉
第
一
、
進
署
指
揮
使
、
赴
陜
西
三
邊
立
功
。
…
（
後
略
）」。

（
15
）	
明
代
進
士
登
科
録
、
或
い
は
朱
保
烱
・
謝
沛
霖
『
明
清
進
士
題
名
碑
録
索
引
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）
で
確
認
で
き
る
。
研

究
論
文
に
は
、
廖
英
舜
「
明
代
官
籍
進
士
研
究

―
以
天
一
閣
藏
明
代
登
科
録
爲
主
」（
東
呉
大
学
歴
史
学
系
碩
士
班
論
文
、
二
〇
一
〇
年
一

月
）、
黄
謀
軍
「
明
代
官
籍
再
探
」（『
中
國
史
研
究
』
二
〇
二
二
年
第
一
期
、
中
国
社
会
科
学
院
、
二
〇
二
二
年
二
月
）
な
ど
が
あ
る
。

（
16
）	

拙
論
「
馮
夢
龍
三
言
に
見
る
軍
士
の
表
象
」（『
中
国
文
学
論
集
』
第
五
○
号
、
九
十
六
～
百
十
四
頁
、
九
州
大
学
中
国
文
学
会
、
二
〇
二

一
年
十
二
月
）
一
〇
三
～
一
〇
五
頁
参
照
。

（
17
）	

吉
川
幸
次
郎
「
沈
石
田

―
市
民
的
教
養
人
の
系
譜

―
」（『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
第
十
五
巻
〔
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
〕
所
収
。
初

出
は
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』〔
朝
日
出
版
社
、
一
九
六
〇
年
五
月
八
日
〕）
六
〇
五
～
六
〇
七
頁
参
照
。

（
18
）	

明
・
周
暉
撰
『
金
陵
瑣
事
』（
文
学
古
籍
刊
行
社
、
一
九
五
五
年
）
に
拠
る
。

（
19
）	

明
代
の
曲
学
史
に
つ
い
て
は
、
王
永
寛
・
王
鋼
『
中
國
戲
曲
史
編
年
』（
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
な
ど
を
参
考
と
し
た
。

（
20
）	

『
太
祖
實
録
』
巻
二
○
○
（
洪
武
二
十
三
年
〔
一
三
九
〇
〕
二
月
）
庚
申
の
條
、「
府
軍
左
衞
軍
士
告
千
戸
虞
讓
子
端
不
習
武
事
、
惟
日
以

歌
曲
飮
酒
爲
務
。
上
怒
、
命
逮
治
之
。
因
詔
、
凡
武
臣
子
弟
嗜
酒
博
奕
及
歌
唱
詞
曲
、
不
事
武
藝
、
或
爲
市
肆
與
民
爭
利
者
、
皆
坐
以
罪
、

其
襲
職
依
前
。
比
試
不
中
者
、
與
其
父
並
共
發
邊
境
守
禦
、
不
與
俸
」。

（
21
）	

明
・
顧
起
元
撰
『
客
座
贅
語
』
巻
十
「
國
初
榜
文
」、「
洪
武
二
十
二
年
三
月
二
十
五
日
、
奉
聖
旨
、「
在
京
但
有
軍
官
軍
人
學
唱
的
、
割
了

舌
頭
。
下
棋
打
雙
陸
的
、
斷
手
。
蹴
圓
的
、
卸
脚
。
做
買
賣
的
、
發
邊
遠
充
軍
。」
府
軍
衞
千
戸
虞
讓
男
虞
端
故
違
吹
簫
唱
曲
、
將
上
唇
脣
連

鼻
尖
割
了
。
…
（
後
略
）」。

（
22
）	

明
・
顧
起
元
撰
『
客
座
贅
語
』
巻
十
「
國
初
榜
文
」、「
一
榜
永
樂
九
年
七
月
初
一
日
、
該
刑
科
署
都
給
事
中
曹
潤
等
奏
、
乞
勑
下
法
司
、

今
後
人
民
・
倡
優
装
扮
雜
劇
、
除
依
律
神
仙
道
扮
・
義
夫
節
婦
・
孝
子
順
孫
・
勸
人
爲
善
、
及
歡
樂
太
平
者
不
禁
外
、
但
有
褻
瀆
帝
王
聖
賢

之
詞
曲
・
駕
頭
雑
劇
、
非
律
所
該
載
者
、
敢
有
收
藏
傳
誦
・
印
賣
、
一
時
挐
送
法
司
究
治
。
奉
旨
、
但
這
等
詞
曲
、
出
榜
後
、
限
他
五
日
、

都
要
乾
浄
將
赴
官
燒
毀
了
、
敢
有
收
藏
的
、
全
家
殺
了
」。

（
23
）	

荘
一
拂
『
明
清
散
曲
作
家
匯
考
』（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
十
四
～
十
五
頁
。
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（
24
）	

『
英
宗
實
録
』
巻
三
（
宣
徳
十
年
三
月
）
戊
寅
の
條
、「
放
教
坊
司
樂
工
三
千
八
百
餘
人
爲
民
。
…
（
後
略
）」。『
英
宗
實
録
』
巻
二
七
八

（
天
順
元
年
五
月
）
甲
戌
の
條
、「
放
教
坊
司
樂
工
・
樂
婦
四
百
八
十
六
名
、
各
還
原
籍
從
良
」。

（
25
）	
『
憲
宗
實
録
』
巻
二
一
二
（
成
化
十
七
年
〔
一
四
八
一
〕
二
月
）
戊
申
の
條
、「
太
監
李
榮
傳
奉
聖
旨
、
儒
士
華
岳
・
周
幹
・
陳
嶽
…
（
中

略
）
…
悉
與
冠
帶
、
中
書
科
食
糧
、
仍
舊
辦
事
、
三
年
照
例
出
身
。
時
内
府
各
監
局
及
在
外
諸
寺
觀
皆
有
書
辦
人
員
、
傳
録
道
書
佛
經
及
詞

曲
小
説
、
所
至
有
近
幸
内
官
一
二
人
領
其
事
。
書
成
上
進
、
侑
以
珍
翫
、
隨
其
輕
重
、
輙
得
恩
典
」。
明
・
李
開
先
「
張
小
山
小
令
後
序
」

（『
閑
居
集
』
巻
六
）、「
人
言
憲
廟
好
聽
雜
劇
及
散
詞
、
捜
羅
海
内
詞
本
殆
盡
」。

（
26
）	

明
・
王
錡
撰
『
寓
圃
雜
記
』
巻
五
「
呉
中
近
年
之
盛
」、「
呉
中
素
號
繁
華
、
…
（
中
略
）
…
正
統
・
天
順
間
、
余
嘗
入
城
、
咸
謂
稍
復
其

舊
、
然
猶
未
盛
也
。
迨
成
化
間
、
余
恒
三
・
四
年
一
入
、
則
見
其
逈
若
異
境
、
以
至
于
今
、
愈
益
繁
盛
。
閭
簷
輻
輳
、
萬
瓦
甃
鱗
、
城
隅
濠

股
、
亭
館
布
列
、
略
無
隙
地
。
輿
馬
從
蓋
、
壺
觴
罍
盒
、
交
馳
於
通
衢
。
水
巷
中
、
光
彩
耀
目
、
游
山
之
舫
、
載
妓
之
舟
、
魚
貫
於
緑
波
朱

閤
之
間
、
絲
竹
謳
舞
與
市
聲
相
雜
」。

（
27
）	

鷲
野
正
明
「
徐
禎
卿
の
官
僚
時
代
の
詩
―
李
夢
陽
と
の
出
会
い
と
交
遊
―
」（『
国
士
舘
人
文
学
』
第
十
二
号
、
一
三
一
～
一
五
〇
頁
、
国

士
舘
大
学
文
学
部
人
文
学
会
、
二
〇
二
二
年
三
月
）。

（
28
）	

李
夢
陽
「
詩
集
自
序
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
吉
川
幸
次
郎
「
李
夢
陽
の
一
側
面

―「
古
文
辞
」
の
庶
民
性

―
」（『
吉
川
幸
次
郎
全

集
』
第
十
五
巻
所
収
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
。
初
出
は
『
立
命
館
文
学
（
橋
本
循
先
生
古
稀
記
念
特
輯
）』
第
一
八
〇
号
、
立
命
館
大
学

人
文
学
会
、
一
九
六
〇
年
六
月
、
の
ち
『
中
国
詩
史
』
下
所
収
、
筑
摩
書
房
、
筑
摩
叢
書
、
一
九
六
七
年
）「
三
」
参
照
。
ま
た
大
木
康
『
馮

夢
龍
『
山
歌
』
の
研
究

―
中
国
明
代
の
通
俗
歌
謡
』（
勁
草
書
坊
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
報
告
、
二
〇
〇
三
年
）
三
六
九
～
三
七
三

頁
参
照
。

（
29
）	

明
・
沈
徳
符
撰
『
萬
曆
野
獲
編
』（
中
華
書
局
、
一
九
五
九
年
）
に
拠
る
。
六
四
七
頁
。

（
30
）	

薛
正
昌
『「
前
七
子
」
領
袖　

李
夢
陽
全
傳
』（
長
春
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
31
）	

『
坐
隱
先
生
精
訂
梨
雲
寄
傲
』「
套
数
」
の
「
閨
怨
」【
南
・
雙
調　

十
二
紅
】
の
第
一
支
【
山
坡
羊
】「
伴
孤
燈
三
更
情
況
」（
二
五
葉
Ａ
／

八
二
頁
）、『
坐
隱
先
生
月
香
亭
稿
』「
套
数
」
の
「
題
情
」【
南
・
商
調　

山
坡
羊
】「
風
兒
踈
喇
喇
吹
動
」（
十
三
葉
Ｂ
／
三
六
五
頁
）、
同
上

「
小
令
」
の
「
風
情
四
首
」
第
一
首
【
南
・
傍
粧
臺
】「
執
銀
燈
」（
二
十
二
葉
Ｂ
／
三
八
四
頁
）。

（
32
）	

李
舜
華
「
從
詩
學
到
曲
学
：
陳
鐸
與
明
中
期
文
學
復
古
思
潮
的
濫
觴
」（『
文
學
遺
産
』
二
〇
一
三
年
第
一
期
、
九
二
～
一
〇
四
頁
、
中
国

社
会
科
学
院
）。
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※
本
論
文
は
令
和
五
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
若
手
研
究
・
課
題
番
号
Ｊ
Ｐ
一
八
Ｋ
一
二
三
一
〇
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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